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一

宝
治
元
年
『
院
御
歌
合
』
注
釈

－「
山
花
」
題

－

位
藤　

邦
生
・
藤
川　

功
和

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
為
家
・
後
嵯
峨
院

　
　
　

は
じ
め
に

　

前
号
に
引
き
続
き
、
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）『
院
御
歌
合
』
の
注
釈
を
試

み
る
。
今
回
は
「
山
花
」
題
十
三
番
を
取
り
上
げ
る
。
注
釈
は
、
広
島
大
学
中

世
文
芸
研
究
会
に
お
け
る
輪
読
を
も
と
に
、
位
藤
邦
生
と
藤
川
功
和
が
再
検
討

し
た
も
の
で
あ
る
。
輪
読
時
の
各
番
担
当
者
と
所
属
を
以
下
に
示
す
。

　
　

 

十
四
番

－

土
井
昌
子
（
文
学
部
研
究
生
）、
十
五
番

－

鎮
西
美
佳
（
文
学

研
究
科
博
士
課
程
前
期
）、十
六
番

－

位
藤
邦
生
、十
七
番

－

山
崎
真
克（
松

江
工
業
高
等
専
門
学
校
）、
十
八
番

－

藤
川
功
和
、
十
九
番

－

濵
口
好
太

郎
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
）、
二
十
番

－

岡
田
潤
（
同
研
究
生
）、

二
十
一
番

－

金
岡
文
緒
（
課
目
等
履
修
生
）、二
十
二
番

－

豊
田
宮
子
（
文

学
研
究
科
研
究
生
）、
二
十
三
番

－

吉
川
洋
子
（
文
学
部
四
年
生
）、

二
十
四
番

－

中
村
朋
子
（
同
）、
二
十
五
番

－

冨
永
洋
介
（
同
）、
二
十
六

番

－

小
林
文
子
（
同
）

　
　
　
　
　
　
　

凡　
　

例

一
、
底
本
は
、
群
書
類
従
本
（
巻
第
二
百
所
収
）
を
用
い
た
。

一
、
校
合
し
た
諸
本
と
略
号
は
、
以
下
の
通
り
。

　
（
書
）－

書
陵
部
蔵
本
〔
五
〇
一
・
七
四
〕（『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
）

　
（
聚
）－

書
陵
部
蔵
歌
合
類
聚
本
（『
大
日
本
史
料
』
第
五
編
之
二
十
四
所
収
）

　

 （
永
）－

永
青
文
庫
蔵
本
〔
一
〇
七
・
三
六
・
七
〕（『
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
』

第
八
巻
所
収
）

　
（
内
）－

内
閣
文
庫
蔵
本
「
百
三
十
番
歌
合
（
外
題
）」〔
二
〇
一
・
二
四
七
〕

　
（
支
）－

九
州
大
学
支
子
文
庫
蔵
本
〔
九
一
一
・
ホ
・
一
〕

一
、 

注
釈
は
、
番
全
体
の
本
文
【
校
異
】
を
示
し
た
後
、【
他
書
所
伝
】【
本
歌
】

【
語
釈
】【
通
釈
】
を
あ
げ
た
。

一
、 【
語
釈
】
の
内
、
各
詠
作
者
並
び
に
前
号
既
出
の
語
彙
に
つ
い
て
は
、
紙

幅
の
関
係
上
こ
れ
を
略
し
た
。

一
、 
表
記
や
送
り
仮
名
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
、
見
せ
け
ち
や
補
入
符
号
に

よ
っ
て
訂
正
の
あ
る
箇
所
は
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。
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二

一
、 

翻
字
本
文
に
は
、
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。

一
、 

本
文
中
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
傍
線
及
び
イ
、
ロ
、
の
如
く
付
し
、

語
釈
を
施
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
右
傍
に
①
、
②
、
の
如
く
通
し
番
号
を

付
し
た
。

一
、 

底
本
で
文
意
不
通
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
他
本
の
本
文
に
拠
り
通
釈
を

施
し
た
。
そ
の
際
、
本
文
【
校
異
】【
通
釈
】
に
お
い
て
他
本
に
拠
っ
た

箇
所
に

網
掛
け
を
施
し
た
。

一
、 

当
該
歌
合
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に

拠
り
、
そ
の
他
の
引
用
文
献
は
、
適
宜
底
本
を
示
し
た
。

一
、
引
用
本
文
に
は
、
適
宜
、
傍
線
、
振
り
仮
名
等
を
付
し
た
。

〈
十
四
番
〉

　
　
　

め
と
有
か
た
く
こ
そ
み
え
侍
れ
、
右
山
も
木
高
き
さ
く

　
　
　

ら
花
、

⑧う
ち
ま
か
せ
た
る
哥
にカ

な
ら
ひ
侍
ら
ま
し
か
は
、
た
け

　
　
　

あ
る
さ
ま
にヨ

み
え
侍
り
な
ま
し
、
猶
左タ

か
ち
侍
る
へ
し
、

　

十
四
番　
①山
花

　
　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房

　

み
て
も
猶
お
く
そ
床
し
き

②あ
し
垣
の
吉
野
の
山
の
は
な
の
盛
は

　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宰
相

　
③雲

の
上
のニ

山
も

④木
高
き
桜
花

⑤御
代
の
さ
か
り
の
春
に
あ
ふ
ら
しホ

　
　
　

左
歌ヘ

お
く
そ
ゆ
か
し
き
あ
し
か
き
の
と
侍
る
ほ
と
、

⑥梅
の

　
　
　

立
枝
に
み
ふ
る
し
た
る
も
の
に
侍
るト

、
よ
し
の
の
花チ

　
　
　

に
て
あ
ら
ぬ
、
こリ

と
に
凡
俗
の
思ヌ

ひ
よ
る
へ
き
さ
ま
に

　
　
　

も
侍ル

ら
す
、

⑦花
実
あ
ひ
か
ぬヲ

る
と
は
こ
れ
らワ

に
こ
そ
侍
る
ら

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

続
後
撰
、
春
中
（
聚
）、
後
後
撰
（
永
）

ハ　

雲
の
上
の
山
も
木
高
き
桜
花
御
代
の
さ
か
り
の
春
に
あ
ふ
ら
し

－

ナ
シ

（
支
）　

ニ　

の

－

にの
イ

（
聚
）、
に
（
内
）　

ホ　

し

－

ん
（
書
）　

ヘ　

歌

－

ナ

シ
（
支
）　

ト　

る

－

る
を
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）　

チ　

花

－

山花
イ

（
永
）  

リ　

こ
と
に

－

こ
と
に
め
つ
ら
し
く
ま
こ
と
に
（
書
）、
事
に
て
め
つ
ら
し
く

ま
こ
と
に
（
永
）　

ヌ　

思
ひ

－

お
よ
ひ
（
書
）　

ル　

侍

－

あ
（
書
）　

ヲ　

ぬ
る
と
は

－

ぬ
な
と
は（
書
）（
内
）、ぬ
る
な
と
は（
永
）　

ワ　

ら

－

ナ
シ（
支
）   

カ　

に

－

ナ
シ（
永
）  

ヨ　

に

－

に
は（
書
）（
永
）　

タ　

左

－

左
尤（
書
）（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
続
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
中
・
七
八

　
　

十
首
歌
合
に
、
山
花　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き
あ
し
が
き
の
よ
し
の
の
山
の
花
の
さ
か
り
は

『
新
三
十
六
人
撰
』・
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇
御
製
後
嵯
峨
院

見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き
蘆
垣
の
よ
し
野
の
や
ま
の
は
な
の
さ
か
り
は

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
七
・
吉
野
篇
・
二
〇
三
九
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三

　
　

同
（
後
続
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
嵯
峨
院

見
て
も
猶
お
く
ぞ
ゆ
か
し
き
あ
し
が
き
の
よ
し
の
の
山
の
花
の
さ
か
り
は

〈
右
歌
〉　

ナ
シ

【
語
釈
】

①
山
花

－

山
中
に
咲
く
花
を
意
味
す
る
漢
語
。
我
が
国
に
お
い
て
は
『
菅
家
文

草
』
等
に
詩
句
と
し
て
用
例
が
み
え
る
他
、
歌
題
と
し
て
も
多
く
確
認
で
き
、

「（
山
花
留
人
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
）
を
の
の
え
は
こ
の
も
と
に
て
や
く
ち

な
ま
し
は
る
を
か
ぎ
ら
ぬ
さ
く
ら
な
り
せ
ば
」（『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
・
巻

第
一
・
春
部
・
四
八
・
大
中
臣
公
長
）
等
結
題
の
詠
や
、「（
宰
相
入
道
教
長
家

歌
合
、
山
花
）
よ
し
さ
ら
ば
し
る
べ
に
も
せ
ん
け
ふ
ば
か
り
花
も
て
む
か
へ
春

の
山
か
ぜ
」（『
林
葉
和
歌
集
』
第
一
・
春
歌
・
一
五
五
）
等
二
字
題
の
例
も
み

え
る
。

②
あ
し
垣
の

－「
あ
し
垣
」
は
葦
を
縫
い
合
わ
せ
て
作
っ
た
垣
根
。
垣
の
目
が

密
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
人
し
れ
ぬ
思
ひ
や
な
ぞ
と
あ
し
か
き
の
ま
ぢ
か
け
れ
ど

も
あ
ふ
よ
し
の
な
き
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
・
恋
歌
一
・
五
〇
六
）
の

如
く
、「
間
近
」
又
は
「
間
」
等
に
掛
か
る
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、

前
掲
古
今
集
歌
で
は
「
あ
し
」
と
「
よ
し
」
が
響
き
合
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
当
該
歌
で
は
、
後
の
例
で
あ
る
が
「
た
ち
か
く
す
霞
や
な
ぞ
と
あ
し
が

き
の
よ
し
の
の
は
な
を
み
る
よ
し
も
が
な
」（『
隣
女
集
』
巻
第
二
・
春
・
三
一
五
）

等
と
同
様
、「
吉
野
の
」「
は
な
」
に
掛
か
り
、
桜
が
間
近
に
咲
き
誇
る
吉
野
山

の
春
景
を
表
現
す
る
。

③
雲
の
上
の
山

－「
白
雲
の
う
へ
よ
り
見
ゆ
る
足
引
の
山
の
た
か
ね
や
み
さ
か

な
る
ら
ん
」（『
能
因
法
師
集
』
中
・
八
九
）
の
如
く
、
雲
よ
り
も
高
く
聳
え
る

山
の
意
。「
雲
の
上
」
に
「
久
方
の
雲
の
う
へ
に
て
見
る
菊
は
あ
ま
つ
ほ
し
と

ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
・
秋
歌
下
・
二
六
九
・
藤
原

敏
行
）、「（
祝
言
）
雲
の
う
へ
も
春
の
み
山
の
万
代
も
松
と
竹
と
の
す
ゑ
に
た

と
へ
て
」（『
正
治
後
度
百
首
』
二
九
六
・
藤
原
雅
経
）
等
の
如
く
、
宮
中
の
意

を
響
か
せ
る
。

④
木
高
き
桜
花

－「
木
高
き
」
は
、「
ふ
た
ば
よ
り
た
の
も
し
き
か
な
か
す
が
山

こ
だ
か
き
松
の
た
ね
ぞ
と
お
も
へ
ば
」（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
五
・
賀
・

二
六
七
・
大
中
臣
能
宣
）
の
如
く
繁
栄
を
暗
示
す
る
。
ま
た
、「
桜
花
」
は
、

後
嵯
峨
院
が
「
い
ろ
い
ろ
に
枝
を
つ
ら
ね
て
さ
き
に
け
り
は
な
も
わ
が
よ
も
い

ま
さ
か
り
か
も
」（『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
第
廿
・
賀
歌
・
一
八
六
四
）
と
詠
じ

た
如
く
、詠
者
や
そ
れ
に
連
な
る
者
の
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
機
能
す
る
。
な
お
、

『
宝
治
百
首
』
に
は
、「
ま
た
れ
つ
る
こ
だ
か
き
山
の
桜
花
末
た
の
も
し
く
さ
き

に
け
ら
し
な
」（
春
廿
首
・
初
花
・
四
九
八
・
藤
原
定
嗣
）
と
い
う
類
例
が
み

え
る
。

⑤
御
代
の
さ
か
り
の
春

－

前
年
、
久
仁
親
王
（
後
深
草
天
皇
）
に
譲
位
し
、
院

政
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
後
嵯
峨
院
の
御
代
を
春
闌
と
い
う
状
況
に
引
き
つ
け

て
言
祝
ぐ
。「
吹
く
風
も
の
ど
け
き
御
代
の
春
に
て
ぞ
さ
き
け
る
花
の
さ
か
り

を
も
し
る
」（『
正
治
初
度
百
首
』下
・
春
・
一
九
一
七
・
讃
岐
）は
そ
の
類
例
。

⑥
梅
の
立
枝
に
み
ふ
る
し
た
る
も
の
に
侍
る

－

清
輔
詠
「
あ
し
が
き
の
お
く
ゆ

か
し
く
も
み
ゆ
る
か
な
誰
が
す
む
宿
の
梅
の
立
え
ぞ
」
を
指
す
。
勅
撰
集
入
集

歌
で
も
な
い
歌
を
院
が
詠
作
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
判
者
と
し
て
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四

院
の
作
為
を
汲
み
取
っ
て
い
る
こ
と
と
院
へ
の
賞
賛
を
同
時
に
込
め
る
。な
お
、

当
該
清
輔
詠
は
、『
太
皇
太
后
宮
大
進
清
輔
朝
臣
家
歌
合
』、『
治
承
三
十
六
人

歌
合
』、『
玄
玉
和
歌
集
』、『
中
古
六
歌
仙
』、『
雲
葉
和
歌
集
』、『
歌
仙
落
書
』

に
み
え
る
。

⑦
花
実
あ
ひ
か
ぬ
る

－

詞
を
花
、
心
を
実
に
喩
え
、
あ
る
べ
き
和
歌
の
理
想
を

説
く
所
謂
花
実
論
に
基
づ
く
表
現
。
花
と
実
の
ど
ち
ら
を
重
視
す
る
か
は
、
時

代
や
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
。
定
家
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
毎
月
抄
』
は
、「
心

と
詞
と
を
兼
ね
た
ら
む
を
よ
き
歌
と
申
す
べ
し
」
と
す
る
。

⑧
う
ち
ま
か
せ
た
る
哥

－

あ
り
ふ
れ
た
歌
、
並
一
通
り
の
歌
。
そ
う
い
っ
た
普

通
の
歌
と
並
ん
で
い
る
な
ら
、
右
歌
も
格
調
の
あ
る
歌
に
み
え
る
と
一
定
の
評

価
を
与
え
る
。

【
通
釈
】

十
四
番　

山
の
花

　

左
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
房
（
後
嵯
峨
院
）

　
（
実
際
に
）
目
の
当
た
り
に
し
て
も
さ
ら
に
（
吉
野
山
の
）
奥
（
の
桜
）
が

見
た
い
。
葦
垣
の
よ
う
に
間
近
に
（
咲
き
誇
る
）
吉
野
山
の
花
盛
り
に
は
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
明
門
院
）
小
宰
相

　
（
眼
前
に
）
雲
の
上
ま
で
高
く
聳
え
る
山
（
の
そ
の
）
一
段
高
く
に
咲
く
桜

の
花
（
が
み
え
る
）。（
あ
た
か
も
院
の
）
御
代
の
絶
頂
の
春
を
目
の
当
た
り
に

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
（
の
）「
お
く
そ
ゆ
か
し
き
あ
し
か
き
の
」
と
あ
り
ま
す
あ
た
り

は
、「
梅
の
立
枝
」（
と
詠
み
込
ん
だ
清
輔
詠
）
に
見
慣
れ
た
表
現
で
ご
ざ
い
ま

し
て
、「
よ
し
の
の
花
」
と
（
表
現
し
）
て
あ
ら
ぬ
様
（
に
仕
立
て
ら
れ
て
い

る
の
は
）、
特
に
世
間
並
み
の
者
が
考
え
つ
く
表
現
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
詞

と
心
が
両
方
備
わ
っ
て
い
る
（
歌
）
と
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
と
有
り
難
く
み
え
ま
す
。
右
（
歌
の
）「
山
も
木
高
き
さ
く
ら
花
」（
と
い
う

表
現
は
）、
並
一
通
り
の
歌
と
並
び
ま
し
た
な
ら
、
格
調
の
あ
る
よ
う
に
み
え

ま
す
で
し
ょ
う
。
や
は
り
左
（
歌
）
が
勝
ち
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
十
五
番
〉

　

十
五
番

　
　

左　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
大
臣

　

思
ひ
出
よ
我
も
む
か
し
は

①立
田
山

②た
か
ね
の
花
も
袖
に
か
け
て
き

　
　

右イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
卿
女

　

春
は
又

③花
の
都
と
成
に
け
り

④桜
に
匂
ふ
み
よ
し
の
ゝ
や
ま

　
　
　

左
我
も
む
か
し
は
立
田
山
、

⑤さ
た
め
て
ゆ
へ
なハ

か
ら
す
侍
ら
んニ

と

　
　
　

み
え
侍ホ

り
、
右
桜
に
匂
ふ
み
よ
し
の
ゝ
山
、
花
の
都
に

　
　
　

⑥心
も
な
りヘ

か
へ
り
てト

う
つ
り
侍
り
ぬ
る
に
こ
そ
、

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

続
拾
遺
、
春
下
、（
聚
）　

ハ　

な
か
ら

す

－

ふ
か
く
（
書
）（
永
）（
内
）、
な
く
は
（
聚
）、
な
か
く
（
支
）　

ニ　

ん

－

し
（
聚
）　

ホ　

侍
り

－

侍
る
に
（
書
）　

ヘ　

り

－

く
（
支
）　

ト　

て

－

ナ
シ
（
聚
）
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五

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
四
・
春
部
四
・
一
二
四
〇

　
　

宝
治
元
年
十
首
歌
合　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
磐
井
入
道
太
政
大
臣

お
も
ひ
出
で
よ
我
も
む
か
し
は
立
田
山
た
か
ね
の
花
も
袖
に
か
け
て
き

〈
右
歌
〉

『
俊
成
卿
女
集
』
二
〇
九

　
　

宝
治
元
年
十
月
歌
合
に
、
山
花

春
は
ま
た
花
の
都
と
成
り
に
け
り
桜
に
に
ほ
ふ
み
よ
し
の
の
山

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
七
・
吉
野
篇
・
二
〇
四
四

　
　

続
拾
二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
女

春
は
ま
た
花
の
み
や
こ
と
成
り
に
け
り
さ
く
ら
に
に
ほ
ふ
み
よ
し
の
の
山

【
参
考
歌
】

〈
左
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
上
・
八
八
九

　
　
（
題
し
ら
ず
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
よ
み
人
し
ら
ず
）

今
こ
そ
あ
れ
我
も
昔
は
を
と
こ
山
さ
か
ゆ
く
時
も
有
り
こ
し
も
の
を

【
語
釈
】

①
立
田
山

－

立
田
は
大
和
国
の
歌
枕
で
紅
葉
の
名
所
と
し
て
古
来
多
く
の
歌
作

が
な
さ
れ
た
。ま
た
、当
該
歌
の
如
く
春
の
景
を
詠
み
込
ん
だ
作
も
散
見
す
る
。

「
た
つ
た
や
ま
み
つ
つ
こ
え
こ
し
さ
く
ら
ば
な
ち
り
か
す
ぎ
な
む
わ
が
か
へ
る

と
に
」（『
万
葉
集
』
巻
第
二
十
・
四
四
一
九
・
大
伴
家
持
）、「
し
ら
雲
の
春
は

か
さ
ね
て
立
田
山
を
ぐ
ら
の
み
ね
に
花
に
ほ
ふ
ら
し
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻

第
一
・
春
歌
上
・
九
一
・
藤
原
定
家
）
等
は
そ
の
例
。

②
た
か
ね
の
花

－

本
来
「
こ
の
も
と
に
す
み
け
る
あ
と
を
み
つ
る
か
な
な
ち
の

た
か
ね
の
花
を
尋
ね
て
」（『
山
家
集
』
中
・
雑
・
八
五
二
）
の
如
く
、
高
い
山

に
咲
く
桜
を
意
味
す
る
。
一
方
、
慈
円
は
「（
心
足
即
為
富
、
身
閑
仍
当
貴
、

富
貴
在
此
中
、
何
必
居
高
位
）
谷
か
げ
や
心
の
に
ほ
ひ
袖
に
み
ち
ぬ
た
か
ね
の

花
の
色
も
よ
し
な
し
」（『
拾
玉
集
』
第
二
・
詠
百
首
和
歌
（
文
集
百
首
）・
閑

居
十
首
・
一
九
八
〇
）
と
、『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
「
居
高
位
」
を
「
た
か
ね

の
花
」
と
換
言
し
て
い
る
（
実
氏
は
前
年
太
政
大
臣
を
辞
し
て
い
る
）。
ま
た
、

下
の
句
の
「
袖
に
か
け
て
き
」
に
は
、「
す
べ
ら
ぎ
の
か
ざ
し
に
折
る
と
藤
の

花
お
よ
ば
ぬ
枝
に
袖
か
け
て
け
り
」（『
源
氏
物
語
』宿
木
巻
・
薫
）の
如
く
、「
女

性
を
我
が
も
の
に
す
る
」
と
い
う
意
も
あ
り
、
恋
の
趣
を
含
ん
だ
詠
と
も
解
し

得
る
。
詠
者
が
意
図
的
に
真
意
を
朧
化
さ
せ
一
首
に
仕
立
て
た
も
の
か
。

③
花
の
都

－

吉
野
に
は
古
代
離
宮
が
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
因
ん
だ
「
さ
と

の
名
は
よ
し
の
の
山
と
あ
れ
に
し
を
花
ぞ
都
の
か
た
み
な
り
け
る
」（『
俊
成
卿

女
集
』
詠
百
首
和
歌
・
花
・
八
七
）
等
の
詠
が
み
え
る
。
当
該
歌
で
は
、「
こ

こ
の
へ
の
人
さ
へ
春
は
う
つ
り
き
ぬ
よ
し
の
の
山
は
花
の
み
や
こ
か
」（『
拾
玉

集
』
第
一
・
一
日
百
首
・
花
・
九
〇
四
）
の
如
く
、
辺
り
一
面
に
桜
が
咲
き
誇

る
春
景
か
ら
、
古
宮
の
あ
っ
た
地
を
華
や
か
な
都
に
喩
え
る
。

④
桜
に
匂
ふ

－「
風
に
し
も
何
か
ま
か
せ
ん
さ
く
ら
花
匂
あ
か
ぬ
に
ち
る
は
う

か
り
き
」（『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
三
・
春
下
・
一
〇
六
・
藤
原
敦
忠
）
の
如
く
、

桜
の
色
が
美
し
く
映
え
る
意
。「
桜
に0

匂
ふ
」
例
歌
と
し
て
は
、「
か
ざ
し
を
る
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六

道
行
人
の
た
も
と
ま
で
桜
に
匂
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
空
」（『
拾
遺
愚
草
』
中
・
詠
花

鳥
和
歌
・
一
九
八
五
）
が
み
え
る
。

⑤
さ
た
め
て
ゆ
へ
な
か
ら
す

－

実
氏
が
自
詠
に
込
め
た
比
喩
の
真
意
を
、
為
家

が
図
り
か
ね
た
故
の
評
と
思
わ
れ
る
。

⑥
心
も
な
り
か
へ
り
て
う
つ
り
侍
り
ぬ
る

－「
な
り
か
へ
る
」
は
そ
の
状
態
に

成
り
き
る
意
。「
つ
き
草
の
う
つ
し
心
や
い
か
な
ら
ん
む
ら
む
ら
し
く
も
な
り

か
へ
る
か
な
」（『
馬
内
侍
集
』
九
五
）、「
我
が
や
ど
も
あ
ら
れ
ふ
り
し
く
と
き

は
み
な
玉
の
う
て
な
に
な
り
か
へ
る
め
り
」（『
相
模
集
』
三
七
〇
）
等
が
そ
の

例
。「
心
」
は
「
う
つ
り
侍
り
」
に
も
掛
か
り
、
右
歌
の
勝
を
暗
に
示
す
。

【
通
釈
】

十
五
番

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
政
大
臣
（
西
園
寺
実
氏
）

　

思
い
出
し
て
も
み
よ
、
私
も
昔
は
立
田
山
（
の
高
嶺
）
に
立
ち
、
そ
し
て
高

嶺
の
花
を
我
が
袖
に
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
だ
よ（
そ
れ
が
今
は
ま
あ
…
）

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
成
卿
女

　

春
に
な
る
と
再
び
花
の
都
と
な
る
こ
と
だ
な
あ
。
桜
で
美
し
く
映
え
る
吉
野

山
は
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
の
）「
我
も
む
か
し
は
立
田
山
」（
と
い
う
表
現
は
）、
き
っ
と

何
か
理
由
が
な
く
は
な
い
と
理
解
さ
れ
ま
す
。
右
（
歌
が
）「
桜
に
匂
ふ
み
よ

し
の
ゝ
山
」（
と
詠
み
、花
の
都
に
戻
っ
て
私
の
）
心
も
す
っ
か
り
（「
花
の
都
」

詠
に
）
変
わ
っ
て
（
右
歌
に
）
惹
か
れ
ま
し
た
。

〈
十
六
番
〉

　
　

十
六
番

　
　
　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
通
忠

　
　

①み
よ
し
の
ゝ
た
か
き
の
山
の
桜
花

②雲
よ
り
空
に
匂
ふ
色
か
な

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
実
雄

　
　

③山
か
せ
は
心
し
て
ふ
け

④高
砂
の
尾
上
の
桜

⑤い
ま
さ
か
り
也

　
　
　
　

左ハ

高
木
のニ

山
の
さ
く
ら
花
、
哥ホ

た
け
も
み
え
侍
る
を
、

　
　
　
　

雲
よ
り
空ヘ

こ
そ
いト

ま
た
み
を
よ
は
ぬ
事
に
て
侍
り
け
れ
、

　
　
　
　

⑥雲
よチ

り
猶
う
へ
さ
ま
に
に
ほ
へ
る
色
に
て
侍
ら
め
と
も
、
あ

　
　
　
　

ま
り
に
あ
た
ら
し
く
や
侍
ら
ん
、
右
姿
詞
よリ

ろ
し
く
侍ヌ

り
、

　
　
　
　

か
や
う
の
事
おル

も
か
け
あ
る
や
う
に
て
覚
つ
か
な
く
侍ヲ

れ
は
、

　
　
　
　

⑦左
上
下
句ワ

終
の
字
お
な
し
く
侍
る
も
、
な
き
に
は
お
と
り
て

　
　
　
　

侍
れ
は
、
持カ

と
申ヨ

へ
き
に
や
、

【
校
異
】

イ　

持

－

ナ
シ（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

新
後
撰（
永
）　

ハ　

左

－

ナ
シ（
聚
）（
永
）

（
支
）　

ニ　

の

－

ナ
シ
（
書
）　

ホ　

哥

－

う
た
の
（
書
）（
永
）　

ヘ　

空

－

空
に
（
聚
）　

ト　

い
ま
た

－

ナ
シ
（
支
）　

チ　

よ
り

－

よ
り
も
（
書
）（
永
）   

リ　

よ
ろ
し
く

－

よ
ろ
し
く
は
（
永
）　

ヌ　

侍
り

－

侍
る
か
（
書
）（
永
）（
支
）

（
内
）、
侍
る
（
聚
）　

ル　

お
も
か
け
あ
る
や
う
に
て

－

み
し
お
も
か
け
は
へ

る
や
う
に
て
（
書
）（
永
）　

ヲ　

侍
れ
は

－

侍
に
（
書
）（
永
）　

ワ　

句

－

の

句
（
永
）　

カ　

持

－

勝
（
支
）　

ヨ　

申
へ
き

－

可
申
（
内
）
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七

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉　

ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
七
九

　
　
（
宝
治
元
年
、
十
首
歌
合
に
、
山
花
）　　
　

山
階
入
道
左
大
臣

　

山
風
は
心
し
て
ふ
け
高
砂
の
を
の
へ
の
さ
く
ら
い
ま
さ
か
り
な
り

『
歌
枕
名
寄
』
巻
第
三
十
一
・
雑
篇
・
八
一
二
八

　
　

同（
新
後
）二　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
階
入
道
左
大
臣

　

山
風
は
こ
こ
ろ
し
て
ふ
け
た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
さ
く
ら
い
ま
さ
か
り
な
り

【
語
釈
】

①
み
よ
し
の
ゝ
た
か
き
の
山
の
桜
花

－

高
城
山
は
、大
和
国
吉
野
山
系
の
一
つ
。

な
お
、『
教
長
集
』
に
「
み
よ
し
の
の
た
か
ぎ
の
や
ま
の
さ
く
ら
ば
な
な
ら
ぶ

に
ほ
ひ
は
ま
た
な
か
り
け
り
」（
九
七
）
と
、
当
該
歌
と
上
の
句
が
完
全
に
一

致
す
る
先
行
例
が
み
え
る
。

②
雲
よ
り
空
に

－『
千
五
百
番
歌
合
』
に
「
し
ら
雲
の
か
か
る
た
か
ね
を
は
じ

め
に
て
空
よ
り
に
ほ
ふ
山
ざ
く
ら
か
な
」（
春
三
・
百
六
十
三
番
左
・
三
二
五
・

藤
原
良
平
）と
類
例
が
み
え
る
。
ま
た
、当
該
歌
合
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
例
と
し
て
、

『
宝
治
百
首
』
の
「
春
も
い
ま
花
も
さ
く
ら
の
時
ぞ
と
や
雲
よ
り
に
ほ
ふ
か
づ

ら
き
の
山
」（
初
花
・
五
一
六
・
俊
成
卿
女
《『
新
続
古
今
和
歌
集
』
一
二
四
》）

が
あ
げ
ら
れ
る
。
通
忠
は
良
平
詠
か
ら
「
雲
よ
り
空
に
匂
ふ
」
と
い
う
表
現
を

案
出
し
た
か
。

③
山
か
せ
は
心
し
て
ふ
け

－

桜
の
花
が
散
る
の
を
惜
し
ん
で
山
風
に
「
心
し
て

ふ
け
」
と
呼
び
か
け
る
趣
向
の
先
行
例
と
し
て
は
、「
け
ふ
く
れ
ぬ
あ
す
も
き

て
み
む
さ
く
ら
ば
な
こ
こ
ろ
し
て
ふ
け
は
る
の
山
か
ぜ
」（『
金
葉
和
歌
集
』
二

度
本
・
巻
第
一
・
春
部
・
四
四
・
源
師
俊
）
が
早
い
例
。

④
高
砂
の
尾
上
の
桜

－「
高
砂
」
は
、
播
磨
国
の
歌
枕
で
加
古
川
河
口
付
近
の

地
名
。「
た
か
さ
ご
の
を
の
へ
の
さ
く
ら
さ
き
に
け
り
と
山
の
か
す
み
た
た
ず

も
あ
ら
な
ん
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
上
・
一
二
○
・
大
江
匡
房
）

等
の
先
行
例
が
み
え
る
。

⑤
い
ま
さ
か
り
也

－「
さ
く
ら
ば
な
い
ま
さ
か
り
な
り
な
に
は
の
う
み
お
し
て

る
み
や
に
き
こ
し
め
す
な
へ
」（『
万
葉
集
』・
巻
第
二
十
・
四
三
八
五
・
大
伴

家
持
）
他
、
先
行
例
多
数
。
な
お
、「
あ
ま
つ
か
ぜ
よ
き
て
ふ
か
な
ん
う
ち
ひ

さ
す
み
や
ぢ
の
さ
く
ら
今
さ
か
り
な
り
」（『
万
代
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌

下
・
二
四
○
・
藤
原
定
家
）
は
発
想
に
お
い
て
当
該
歌
と
似
通
う
。

⑥
雲
よ
り
猶
う
へ
さ
ま
に
に
ほ
へ
る
色
に
て
侍
ら
め
と
も

－

左
歌
下
の
句
「
雲

よ
り
空
に
匂
ふ
色
か
な
」に
対
す
る
為
家
の
理
解
。「
雲
よ
り
空
に
」は【
語
釈
】

②
に
示
し
た
如
く
、
先
行
例
の
乏
し
い
こ
な
れ
な
い
表
現
で
あ
り
、
作
者
の
意

図
を
汲
み
取
り
つ
つ
も
表
現
に
や
や
無
理
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

⑦
左
上
下
句
終
の
字
お
な
し
く
侍
る
も
、
な
き
に
は
お
と
り
て
侍
れ
は

－

早
く

は
『
歌
経
標
式
』
に
指
摘
が
み
え
る
。
ま
た
、『
俊
頼
髄
脳
』
は
、「
あ
し
ひ
き

の
や
ま
が
く
れ
な
る
さ
く
ら
ば
な
ち
り
の
こ
れ
り
と
風
に
し
ら
す
な
」（『
天
徳

四
年
内
裏
歌
合
』
七
番
左
・
一
四
・
少
弐
命
婦
）
を
例
示
し
、「
桜
ば
な
と
い

へ
る
な
の
字
と
、
散
り
残
れ
り
と
風
に
知
ら
す
な
と
い
へ
る
、
は
て
の
な
文
字

と
な
り
。（
中
略
）
こ
れ
を
ば
悪
し
と
も
さ
だ
め
ら
れ
ず
。
か
や
う
の
程
の
こ



ヒ

花
と
こ
ろ
〳
〵
さ
た
め
イ
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八

と
は
、
歌
に
よ
る
な
め
り
」
と
指
摘
す
る
。

【
通
釈
】

十
六
番

　

左
（
歌
）　

持　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
（
藤
原
）
通
忠

　

み
吉
野
の
高
城
の
山
の
桜
花
は
（
花
の
盛
り
に
な
っ
て
）、
雲
か
ら
空
に
か

け
て
ひ
と
つ
づ
き
に
美
し
く
咲
き
匂
っ
て
い
る
こ
と
だ
よ
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
（
藤
原
）
実
雄

　

山
風
は
心
し
て
吹
け
。
高
砂
の
尾
上
（
峰
）
の
桜
は
い
ま
盛
り
で
あ
る
ぞ
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
の
）「
た
か
き
の
山
の
桜
花
」（
と
い
う
表
現
は
）、
歌
の
格
調

も
（
よ
く
）
見
え
ま
す
が
、「
雲
よ
り
空
」（
と
い
う
表
現
）
は
こ
れ
ま
で
見
た

こ
と
の
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。（
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
）
雲
よ
り
も
な
お

上
方
に
（
美
し
く
）
照
り
映
え
る
色
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
け
れ
ど
、
あ
ま
り
に

も
新
奇
（
な
表
現
）
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
右
（
歌
の
）
姿
・
詞
（
の
両
方
）

が
ま
あ
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
し
か
し
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
（
＝
着
想
）

は
以
前
に
見
た
表
現
の
よ
う
で
（
新
し
さ
と
い
う
点
で
は
）
お
ぼ
つ
か
の
う
ご

ざ
い
ま
し
て
、（
一
方
）
左
（
歌
の
）
上
句
と
下
句
の
終
わ
り
の
字
（「
さ
く
ら

ば
な
」
と
「
色
か
な
」）
が
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
も
、
そ
う
し
た
欠
点
が
な

い
の
よ
り
は
劣
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、（
こ
の
番
は
）「
持
」
と
申
す
べ
き
で
し
ょ

う
。

〈
十
七
番
〉

　
　

十
七
番

　
　
　

左　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
定
雅

　
　

桜
花

①遠
の
里
ま
て
な
か
む
覧

②あ
た
に
お
ら
す
な
春
の
山
守

　
　
　

右イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権ロ

大
納
言
公ハ

相

　
　

③葛
城
や
いニ

つ
く
を
花
と
尋
ま
し

④梢
に
つ
ゝ
く
み
ね
の
白
雲

　
　
　

左
⑤お

も
ひ
や
り
ふ
か
く
は
侍ホ

れ
と
、
花
の
遠
の
さ
と
ま
て

　
　
　

なヘ

か
め
や
り
た
る
さ
ま
に
や

⑥聞
な
さ
れ
侍
ら
ん
、
あ
た

　
　
　

に
お
ら
す
な
春
の
やト

ま
も
り
と
侍
る
も
、

⑦上
陽
春チ

管

　
　
　

領
の
花リ

処
々
さ
た
め
て 

侍ヌ

ら
め
と
も
、
い
か
に
そ
や
聞
え

　
　
　

侍
る
に
や
、
右
か
つ
ら
き
の
雲
梢
に
つル

ゝ
き
て 

花ヲ

ひ
と

　
　
　

つ
な
る

⑧お
も
か
け
た
ち
て
侍
れ
は
、
右
勝
侍
る
へ
し
、

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

権
大
納
言

－

ナ
シ
（
永
）　

ハ　

公
相

－

公
經

（
聚
）、
公
相
き
む
す
け
古
本
（
永
）　

ニ　

い
つ
く

－

い
つ
こ
（
書
）　

ホ　

侍
れ
と

－

み
え
侍
れ
と（
書
）（
永
）　

ヘ　

な
か
め
や
り
た
る

－

な
か
め
た
る（
書
）（
聚
）

（
永
）（
内
）（
支
）　

ト　

や
ま
も
り

－

山
も
と
（
支
）　

チ　

春

－

ナ
シ
（
書
）   

リ　

花
処
々
さ
た
め
て

－

花
処
々
に
さ
た
め
て
（
書
）、
節
處
に
や　
（
永
）　

ヌ　

侍
ら
め
と
も

－

侍
ら
れ
と
も
（
内
）　

ル　

つ
ゝ
き
て

－

つ
き
て
（
内
）、

つ
き
て
は
（
支
）　

ヲ　

花

－

花
も
（
書
）、
花
の
（
聚
）、
花花
も

（
永
） 
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九

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
遠
の
里
ま
て
な
か
む
覧

－

遠
く
の
里
人
ま
で
も
が
桜
花
を
眺
め
て
い
る
だ
ろ

う
の
意
。「
こ
こ
に
又
わ
が
あ
か
ぬ
月
を
山
の
は
の
を
ち
の
さ
と
に
は
お
そ
し

と
や
ま
つ
」（『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
一
・
一
七
四
）
の
如
く
、
視
点
人
物
が
遠

く
の
里
人
の
様
子
を
思
い
や
っ
て
い
る
状
況
を
表
す
。

②
あ
た
に
お
ら
す
な
春
の
山
守

－

番
人
で
あ
る
山
守
に
対
し
て
、
桜
を
折
ら
せ

な
い
よ
う
に
求
め
る
趣
向
。
桜
を
折
り
取
る
者
を
咎
め
る
存
在
と
し
て
の
山
守

は
、
既
に
『
後
撰
和
歌
集
』「
山
守
は
い
は
ば
い
は
な
ん
高
砂
の
を
の
へ
の
桜

折
り
て
か
ざ
さ
む
」（
巻
第
二
・
春
中
・
五
〇
・
素
性
）
等
に
み
え
る
。

③
葛
城

－

大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
西
部
、
大
阪
府
と
の
境
に
位
置
す

る
山
系
。
平
安
後
期
に
は
「
葛
城
の
高
間
の
山
」
の
桜
の
美
し
さ
を
詠
む
例
が

多
く
み
え
る
。

④
梢
に
つ
ゝ
く
み
ね
の
白
雲

－「
吉
野
や
ま
嶺
の
桜
の
さ
か
り
こ
そ
雲
路
に
つ

づ
く
な
が
め
な
り
け
れ
」（『
正
治
初
度
百
首
』
春
・
一
五
一
七
・
藤
原
範
光
）

の
如
く
、
白
い
花
の
咲
く
梢
と
峰
の
白
雲
と
が
連
続
す
る
よ
う
に
見
え
、
見
分

け
が
つ
き
が
た
い
状
況
を
詠
む
。
な
お
、
公
相
に
は
、「
あ
し
び
き
の
山
の
た

か
ね
を
見
わ
た
せ
ば
く
も
ね
に
つ
づ
く
は
な
ざ
く
ら
か
な
」（『
万
代
和
歌
集
』

巻
第
二
・
春
歌
下
・
二
四
三
）
と
い
う
詠
も
み
え
る
。

⑤
お
も
ひ
や
り
ふ
か
く

－

遠
く
の
里
の
様
子
を
思
い
や
る
内
容
は
心
も
深
く
み

え
ま
す
の
意
。『
千
五
百
番
歌
合
』
の
宮
内
卿
詠
「
と
や
ま
ま
で
み
山
の
あ
ら

れ
わ
け
す
ぎ
て
ま
さ
き
の
か
づ
ら
秋
か
ぜ
ぞ
ふ
く
」（
秋
四
・
七
百
七
十
二
番

左
・
一
五
四
二
）
に
対
す
る
定
家
判
「
は
る
か
に
お
も
ひ
や
ら
れ
て
を
か
し
く

は
侍
る
を
」
は
そ
の
一
例
。

⑥
聞
な
さ
れ
侍
ら
ん

－

出
詠
歌
が
作
者
の
意
図
と
異
な
る
文
脈
で
判
者
に
理
解

さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。
為
家
は
、
上
句
の
表
現
で
は
桜
花
が
遠
く
の
里
ま
で
眺

め
や
っ
て
い
る
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
と
指
摘
す
る
。

⑦
上
陽
春
管
領
の
花
処
々
さ
た
め
て
侍
ら
め
と
も

－『
和
漢
朗
詠
集
』
上
・
春

興
・
二
〇
「
歌
酒
家
家
花
処
処　

莫
空
管
領
上
陽
春
」（
出
典
は
『
白
氏
文
集
』

巻
第
五
十
六
「
送
二

東
都
留
守
令
狐
尚
書
赴
任
」）
と
い
う
詩
句
を
判
者
為
家

が
想
起
し
、
当
該
歌
の
趣
向
と
共
通
点
を
持
つ
先
例
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
発

言
。
為
家
の
認
識
し
た
共
通
点
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
花
処
々
」
に
焦
点

を
あ
て
た
引
用
の
文
言
か
ら
考
え
る
と
、
花
が
盛
り
に
咲
い
て
い
る
情
景
を
詠

ん
だ
点
を
指
す
か
。
あ
る
い
は
、
下
句
を
批
評
対
象
と
す
る
判
詞
の
構
成
か
ら

考
え
る
と
、
む
な
し
く
上
陽
の
春
を
過
ご
す
な
と
い
う
詩
句
と
、
む
な
し
く
桜

を
折
ら
す
な
と
い
う
歌
と
の
表
現
の
類
似
を
指
す
か
。
な
お
、
為
家
に
は
「
花

処
々
」
を
題
と
し
た
「
身
を
分
け
て
ゆ
か
ま
ほ
し
き
は
山
ざ
く
ら
花
の
さ
か
り

の
よ
も
の
木
の
も
と
」（『
為
家
集
』
上
・
春
・
一
九
五
）
が
あ
る
。

⑧
お
も
か
け
た
ち
て

－

先
行
す
る
歌
の
表
現
が
想
起
さ
れ
る
場
合
に
も
用
い
ら

れ
る
が
、
こ
こ
で
は
歌
に
詠
ま
れ
た
情
景
が
視
覚
的
映
像
と
し
て
眼
前
に
浮
か

ぶ
様
を
示
す
。『
後
京
極
殿
御
自
歌
合
』
十
三
番
右
・
二
六
「
は
れ
曇
り
嶺
し

づ
ま
ら
ぬ
白
雲
は
風
に
あ
ま
ぎ
る
桜
な
り
け
り
」
に
つ
い
て
、
俊
成
は
、「
見

る
や
う
に
は
面
影
お
ぼ
え
侍
れ
ど
」
と
判
を
付
し
て
い
る
。
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十

【
通
釈
】

十
七
番

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
（
藤
原
）
定
雅

　

遠
く
の
里
人
ま
で
も
が
桜
花
を
眺
め
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
む
な
し
く
桜
を

折
ら
せ
る
な
よ
、
春
の
山
守
よ
。

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
（
西
園
寺
）
公
相

　

葛
城
の
（
山
の
）
い
っ
た
い
ど
こ
を
花
だ
と
思
っ
て
探
し
求
め
た
ら
よ
い
の

で
あ
ろ
う
。
花
の
咲
く
梢
へ
続
く
よ
う
に
峰
に
は
白
雲
が
か
か
っ
て
お
り
、
見

分
け
が
つ
き
が
た
い
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
の
）（
遠
く
の
里
の
様
子
を
）
思
い
や
る
内
容
は
（
心
も
）
深

く
み
え
ま
す
が
、（
こ
れ
で
は
）
桜
花
が
遠
く
の
里
ま
で
眺
め
や
っ
て
い
る
よ

う
に
理
解
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。（
下
句
の
）「
あ
た
に
お
ら
す
な
春
の
山

守
」
と
あ
り
ま
す
の
も
、
上
陽
の
春
を
過
ご
し
花
は
至
る
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い

る
（
と
い
う
詩
句
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
）
確
か
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
右
（
歌
は
）
葛
城
に
か
か
る
雲
が
梢
へ
続
い

て
雲
と
花
と
が
一
体
に
な
る
よ
う
に
見
え
る
情
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す
の
で
、

右
（
歌
）
が
勝
で
し
ょ
う
。

〈
十
八
番
〉

　
　

十
八
番

　
　
　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
公
基

　
　

よ
し
の
山
峯
に
た
な
引

①白
雲
の
に
ほ
ふ
は
花
の
盛
な
り
け
り

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
教
朝
臣

　
　

今ハ

朝
よ
り
は
雲
こ
そ
匂
へ
吉
野
山

②高
根
の
桜
今ニ

や
咲
らホ

ん

　
　
　
　

左
右
共
に
白
雲
のヘ

匂
ふ
に
よ
り
て
花
を
分
る
よ
し

　
　
　
　

の
山
、

③高
下
を
さ
た
め
申ト

侍
ら
ん
、チ

中
〳
〵
に
侍
れ
は
、
可リ

為
持
、

【
校
異
】

イ　

持

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

新
後
撰
、
春
下
（
聚
）、
新
後
撰
（
永
）

ハ　

今
朝

－

け
ふ
（
書
）　

ニ　

今

－

花
（
書
）（
永
）　

ホ　

ら
ん

－

ら
し
（
書
）

（
永
）　

ヘ　

の

－

ナ
シ
（
書
）　

ト　

申

－

ナ
シ
（
支
）　

チ　

ナ
シ

－

は
（
支
）  

リ　

可
為
持

－

持
た
る
へ
し
（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
七
八

　
　

宝
治
元
年
、
十
首
歌
合
に
、
山
花　
　
　
　

万
里
小
路
右
大
臣

よ
し
野
山
み
ね
に
た
な
び
く
し
ら
雲
の
に
ほ
ふ
は
花
の
さ
か
り
な
り
け
り

〈
右
歌
〉

『
蓮
性
陳
状
』（
本
文
は
、
歌
合
類
聚
本
《「
大
日
本
史
料
」
所
収
》）

今
朝
よ
り
は
雲
こ
そ
に
ほ
へ
芳
野
山
た
か
ね
の
桜
今
や
さ
く
ら
ん
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十
一

【
語
釈
】

①
白
雲
の
に
ほ
ふ

－「
よ
し
の
山
花
の
盛
や
け
ふ
な
ら
む
そ
ら
さ
へ
匂
ふ
み
ね

の
し
ら
雲
」（『
御
室
五
十
首
』
二
五
七
・
藤
原
俊
成
）、「
ま
た
れ
つ
る
花
の
さ

か
り
か
吉
野
山
か
す
み
の
ま
よ
り
に
ほ
ふ
白
雲
」（『
式
子
内
親
王
集
』
一
〇
九
）

の
如
く
、
白
雲
が
桜
の
盛
り
に
よ
っ
て
一
層
白
く
照
り
映
え
る
様
を
詠
む
。

②
高
根
の
桜

－

こ
こ
で
は
吉
野
山
の
高
嶺
の
桜
を
指
す
。「
し
ら
く
も
と
を
ち

の
た
か
ね
に
見
え
つ
る
は
こ
こ
ろ
ま
ど
は
す
さ
く
ら
な
り
け
り
」（『
金
葉
和
歌

集
』
二
度
本
・
巻
第
一
・
春
部
・
三
六
・
藤
原
公
実
）
等
が
そ
の
例
。

③
高
下

－

左
右
が
吉
野
山
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
因
ん
で
歌
の
優
劣
を
換
言
し

た
表
現
。
例
え
ば
、『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
祝
・
三
十
五
番
「
あ
め
の
し
た
を

さ
ま
れ
る
代
と
三
笠
山
嶺
の
朝
日
の
か
げ
ぞ
の
ど
け
き
」（
藤
原
経
定
）「
万
代

と
さ
し
て
も
い
は
じ
ち
は
や
ぶ
る
三
笠
の
山
の
神
に
ま
か
せ
て
」（
鷹
司
院
帥
）

の
優
劣
に
つ
い
て
、
判
者
知
家
は
、「
此
つ
が
ひ
、
お
な
じ
み
か
さ
山
、
高
下

あ
る
べ
か
ら
ず
や
」
と
記
す
。

【
通
釈
】

十
八
番

　

左
（
歌
）　

持 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
（
藤
原
）
公
基

　

吉
野
山
の
峯
に
棚
引
い
て
い
る
白
雲
が
色
映
え
て
見
え
る
の
は
（
今
気
付
い

た
の
だ
が
峯
の
辺
り
の
）
桜
が
盛
り
だ
か
ら
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
為
教
朝
臣

　

今
朝
か
ら
は
（
峯
の
辺
り
の
白
）
雲
が
ま
さ
に
色
映
え
て
み
え
る
。
吉
野
山

の
高
嶺
の
桜
は
今
ま
さ
に
咲
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

〔
判
詞
〕
左
右
（
の
歌
が
）
共
に
（
詠
み
込
ん
で
い
る
の
は
）
白
雲
が
色
映
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
花
（
が
咲
い
て
い
る
の
を
そ
れ
と
）
判
別
し
た
吉
野
山
（
の

詠
で
あ
り
）、（
歌
の
出
来
映
え
の
）
高
い
低
い
を
決
め
申
し
上
げ
ま
す
の
は
、

な
か
な
か
難
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
持
と
す
る
。

〈
十
九
番
〉

　
　

十
九
番

　
　
　

左　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
納
言
為
経

　
　

白
波
の
立
重
な
れ
る

①瀧
の
上
のイ

み
舟
の
山
は
花
さ
か
り
か
も

　
　
　

右ロ
勝　

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　

信
実
朝
臣

　
　

け
ふ
し
は
や
花
待
つ
く
る
老
ら
く
の

②み
山
か
く
れ
に
春
を
知
らハ

ん

　
　
　
　

左
歌

③白
波
の
な
と
こ
と
〳
〵
し
き
す
か
た
に
お
も
ひ

　
　
　
　

よ
り
て
侍
り
、
み
舟
の
山
と
い
へ
る
ま
て
さ
し
て
そ
の

　
　
　
　

難
な
く
み
え
侍
る
を
、
右
歌
述
懐
に
は
侍
れ
と
、
心
詞

　
　
　
　

④い
ひ
し
り
て
す
か
た
お
か
し
く
、
か
や
う
の
ま
し
ら
ひ
に
も

　
　
　
　

花
待
つ
く
る
心
ち
し
侍
らニ

ん
、

⑤さ
て
、
花ホ

の
心
み
す
て
か
た
き

　
　
　
　

に
つ
きヘ

て
、
い
は
れ
な
く
勝
のト

字
を
つチ

け
ぬリ

【
校
異
】

イ　

の

－

に（
書
）（
支
）　

ロ　

勝

－

ナ
シ（
書
）　

ハ　

ら
ん

－

か
な（
書
）（
永
）  

ニ　

ら
ん
、
さ
て

－

ら
む
ま
て
（
書
）（
永
）　

ホ　

花

－

老
（
書
）（
永
）　

ヘ  

き

－

きヒ け

（
永
）　

ト　

の

－

ナ
シ
（
書
）　

チ　

つ
け

－

つ
き
（
聚
）（
内
）（
支
）　
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リ　

ぬ

－

侍
り
ぬ
（
書
）（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
四
・
春
部
四
・
一
二
四
一

　
　

同
（
宝
治
元
年
十
首
歌
合
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宰

帥
為
経
卿

し
ら
浪
の
立
ち
か
さ
な
れ
る
滝
の
上
の
み
ふ
ね
の
山
は
花
盛
か
も

〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
瀧
の
上
の
み
舟
の
山

－「
瀧
」
は
、
宮
の
瀧
（
宮
滝
）
を
指
す
。
大
和
国
の

歌
枕
。「
み
舟
の
山
」（
御
船
の
山
）
は
、
同
じ
く
大
和
国
の
歌
枕
で
、
吉
野
川

を
は
さ
ん
で
宮
滝
の
東
南
に
位
置
す
る
。
宮
瀧
と
三
船
山
は
併
せ
て
詠
み
込
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
、『
万
葉
集
』
の
「
た
き
の
う
へ
の
み
ふ
ね
の
や
ま
に
ゐ
る

く
も
の
つ
ね
に
あ
ら
む
と
わ
が
お
も
は
な
く
に
」（
巻
第
三
・
雑

歌
・
二
四
三
・
弓
削
皇
子
）、「
た
き
の
う
へ
の
み
ふ
ね
の
や
ま
は
か
し
こ
け
ど

お
も
ひ
わ
す
る
る
と
き
も
ひ
も
な
し
」（
巻
第
六
・
雑
歌
・
九
一
九
・
車
持
千

年
）
等
が
早
い
例
。

②
み
山
か
く
れ

－
山
の
奥
深
く
に
隠
れ
て
い
る
意
。「
わ
が
こ
ひ
は
み
山
が
く

れ
の
草
な
れ
や
し
げ
さ
ま
さ
れ
ど
し
る
人
の
な
き
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第

十
二
・
恋
歌
二
・
五
六
〇
・
小
野
美
材
）、「
老
い
は
て
て
み
や
ま
が
く
れ
に
す

む
ま
で
も
わ
か
の
こ
こ
ろ
の
う
せ
ぬ
か
な
し
さ
」（『
教
長
集
』
九
六
五
・
静
蓮
）

等
、
人
知
れ
な
い
恋
や
隠
棲
者
の
比
喩
と
し
て
の
用
例
が
み
え
る
。

③
白
波
の
な
と
こ
と
〳
〵
し
き
す
か
た

－「
こ
と
こ
と
し
」
は
、
仰
々
し
い
、

大
層
で
あ
る
意
。「
両
首
共
に
事
事
し
か
ら
ん
と
は
心
ざ
し
た
れ
ど
も
不
聞
に

や
」（『
六
百
番
歌
合
』
冬
部
・
寒
松
・
十
番
判
詞
）、「
左
こ
と
こ
と
し
く
た
か

く
よ
み
な
せ
る
振
舞
、
勝
と
み
え
侍
る
に
や
」（
建
長
八
年
『
百
首
歌
合
』

四
十
三
番
）等
、プ
ラ
ス
評
価
と
し
て
の
例
が
み
え
る
。
当
該
歌
以
前
で
は
、「
い

せ
の
う
み
の
う
ら
の
は
ま
ゆ
ふ
い
く
へ
と
も
い
さ
し
ら
な
み
の
た
ち
か
さ
ね
つ

つ
」（『
明
日
香
井
和
歌
集
』
上
・
百
日
歌
合
・
七
二
五
）
が
、「
白
波
・
立
ち
重
」

の
先
行
例
と
し
て
み
え
る
。

④
い
ひ
し
り
て

－

も
の
の
言
い
方
を
よ
く
心
得
て
い
る
意
。「
左
は
ぬ
さ
は
せ

ん
な
ど
は
、
い
ひ
し
ら
れ
る
に
に
て
は
侍
れ
ど
」（『
六
百
番
歌
合
』
恋
部
下
・

寄
傀
儡
恋
・
七
番
判
詞
）
等
が
そ
の
例
。

⑤
さ
て
、
花
の
心

－

書
陵
部
本
等
は
、「
ら
む
ま
て
、
老
の
心
」
と
す
る
。「
さ
」

と
「
ま
」、「
花
」
と
「
老
」
は
各
々
字
体
が
似
て
お
り
、ま
た
、「
花
」
と
「
老
」

は
、
直
前
に
「
花
の
待
つ
く
る
」
と
あ
り
、
目
移
り
に
よ
る
誤
写
が
想
定
さ
れ

る
。
底
本
の
「
さ
て
」
で
は
落
ち
着
き
の
悪
さ
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
底
本
を

尊
重
し
た
。

【
通
釈
】

十
九
番

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
（
藤
原
）
為
経

　
（
流
れ
が
激
し
く
）
白
波
が
立
ち
重
な
っ
て
い
る
吉
野
川
急
流
の
上
に
そ
び

え
る
三
船
の
山
は
（
こ
れ
も
ま
た
白
波
が
立
ち
重
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
）

桜
の
盛
り
で
あ
る
こ
と
よ
。

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
信
実
朝
臣

十
二
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今
日
と
い
う
今
日
は
、
花
が
咲
く
の
を
待
っ
て
い
た
老
身
（
の
あ
の
人
）
が

（
春
の
訪
れ
が
遅
い
）
深
山
の
隠
居
に
お
い
て
春
（
が
来
た
こ
と
）
を
知
る
で

あ
ろ
う
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
（
の
）「
白
波
の
」
な
ど
仰
々
し
い
情
趣
に
思
い
至
っ
て
お
り
ま

す
。「
み
舟
の
山
」
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
こ
れ
と
い
っ
て
そ
の
難
点

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
の
を
、
右
歌
（
は
）
述
懐
（
と
し
て
老
い
を
嘆
い

た
歌
）
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、
心
詞
は
言
い
方
を
よ
く
心
得
て
い
て
情
趣

が
あ
り
、
こ
の
（
右
歌
の
）
よ
う
な
（
世
間
と
の
）
付
き
合
い
方
で
あ
っ
て
も

花
（
が
咲
く
の
）
を
心
待
ち
に
す
る
気
が
す
る
で
し
ょ
う
。
さ
て
、（
老
身
で

花
を
待
つ
状
況
で
）
花
（
へ
）
の
（
執
）
心
が
見
捨
て
が
た
い
の
で
、
は
っ
き

り
と
し
た
根
拠
も
な
く
（
右
歌
に
）
勝
の
字
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
。

〈
二
十
番
〉

【
校
異
】

イ　

持
－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

左

－

右
（
書
）（
永
）　

ハ　

近

－

近
衛
（
支
）　

ニ　

か
た

－

か
た
も（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）　

ホ　

に
て
や

－

に
や（
書
）（
永
）   

ヘ　

よ
り

－

よ
り
も
（
書
）（
永
）　

ト　

や
う

－

さ
ま
（
書
）（
永
）　

チ　

も

－

は
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）（
支
）　

リ　

る
へ
き

－

ら
ん
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
現
存
和
歌
六
帖
』
五
七
七

　
　
（
さ
く
ら
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
成

わ
く
か
た
も
な
く
て
な
が
め
ん
さ
く
ら
ば
な
た
ち
な
ま
が
ひ
そ
や
ま
の
は
の
く

も〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
左
衛
門
督
通
成

－

こ
の
時
、
通
成
は
右
衛
門
督
。
諸
本
に
よ
り
改
め
る
。

②
わ
く
か
た
も
な
く
て

－「
め
づ
ら
し
き
い
も
に
あ
ふ
よ
は
ほ
と
と
ぎ
す
わ
く

か
た
も
な
く
ま
た
れ
ぬ
る
か
な
」（『
太
皇
太
后
宮
小
侍
従
集
』
夏
・
三
二
）、「
待

つ
ほ
ど
は
わ
く
か
た
な
き
を
時
鳥
た
れ
一
こ
ゑ
を
き
き
ま
が
ふ
ら
ん
」（『
正
治

後
度
百
首
』
郭
公
・
七
一
九
・
賀
茂
季
保
）
等
の
如
く
、
心
を
他
に
散
ら
す
こ

と
な
く
専
念
す
る
様
を
い
う
。

③
た
ち
な
ま
か
ひ
そ

－「
よ
し
野
山
は
な
と
は
た
れ
か
し
ら
ざ
ら
む
た
ち
な
ま

が
へ
そ
み
ね
の
し
ら
雲
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
春
三
・
百
五
十
九
番
右
・
三
一
八
・

藤
原
兼
宗
）
等
の
先
行
例
が
み
え
る
。

　
　

二
十
番

　
　
　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左ロ

衛
門
督
通
成

　
　

②わ
く
か
た
も
な
く
て
詠
め
ん
桜
花

③た
ち
な
ま
か
ひ
そ
山
の
端
の
雲

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近ハ

中
将
雅
光

　
　

桜
花
さ
く
と
み
し
よ
り

④松
山
の
梢
に
波
の
か
け
ぬ
ま
もそ
イ

な
しき
イ

　
　
　
　

わ
く
かニ

た
な
く
て
な
か
め
ん
と
い
へ
る
、
あ
ま
り
に

⑤た
ゝ

　
　
　
　

事
にホ

て
や
侍
ら
ん
、
さ
く
ら
花
さ
く
と
み
し
よヘ

り
又

⑥め

　
　
　
　

つ
ら
し
き
やト

う
に
もチ

侍
ら
ね
は
、
お
な
し
程
の
こ
と
に
や

　
　
　
　

侍
るリ

へ
き

十
三
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④
松
山
の
梢
に
波
の
か
け
ぬ
ま
も
な
し

－「
松
山
」
は
、
陸
奥
国
の
歌
枕
「
末

の
松
山
」
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。「
末
の
松
山
」
の
場
合
、『
後
撰
和
歌
集
』

「
松
山
に
つ
ら
き
な
が
ら
も
浪
こ
さ
む
事
は
さ
す
が
に
悲
し
き
も
の
を
」（
巻
第

十
一
・
恋
三
・
七
五
五
・
藤
原
時
平
）、「
あ
ぢ
き
な
く
な
ど
か
松
山
浪
こ
さ
む

事
を
ば
さ
ら
に
思
ひ
は
な
る
る
」（
同
七
五
九
・
藤
原
時
平
）
等
の
如
く
、「
末

の
」
は
必
ず
し
も
詠
み
込
ま
れ
な
い
が
、
本
歌
で
あ
る
『
古
今
和
歌
集
』「
君

を
お
き
て
あ
だ
し
心
を
わ
が
も
た
ば
す
ゑ
の
松
山
浪
も
こ
え
な
む
」（
巻
第

二
十
・
東
歌
・
一
〇
九
三
）
の
表
現
「
波
」・「
越
す
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

「
松
山
」
の
桜
を
波
に
喩
え
る
発
想
は
、「
は
る
く
れ
ば
さ
く
ら
が
枝
に
風
ち
り

て
花
の
浪
こ
す
す
ゑ
の
ま
つ
山
」（『
拾
玉
集
』
第
一
・
一
日
百
首
・
花
・
九
〇

八
）、「
春
く
れ
ば
こ
ず
ゑ
に
花
の
な
み
こ
え
て
よ
し
の
の
お
く
も
す
ゑ
の
松
山
」

（『
千
五
百
番
歌
合
』
春
二
・
百
二
十
六
番
右
・
二
五
二
・
寂
蓮
）
等
の
先
行
す

る
「
末
の
松
山
」
詠
と
共
通
す
る
が
、
当
該
歌
の
場
合
、「
越
す
」
と
い
う
表

現
が
み
え
な
い
こ
と
や
、「
松
山
」
を
「
末
の
松
山
」
と
解
す
る
必
然
性
が
充

分
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
松
の
自
生
す
る
山
と
し
て
解
す
る
。

⑤
た
ゝ
事

－

歌
語
ら
し
く
な
い
こ
と
ば
を
指
す
。「
た
だ
こ
と
ば
」に
同
じ
。『
実

国
家
歌
合
』
歳
暮
・
六
番
右
歌
・
七
一
・
平
親
宗
詠
「
あ
さ
ま
し
や
こ
よ
み
の

お
く
を
今
日
み
れ
ば
一
く
だ
り
に
も
な
り
に
け
る
か
な
」
に
対
す
る
藤
原
清
輔

判
「
む
げ
に
た
だ
事
ど
も
な
り
」
は
そ
の
一
例
。

⑥
め
つ
ら
し
き
や
う
に
も
侍
ら
ね
は

－「
桜
が
咲
い
た
の
を
み
て
以
来
」
と
い

う
詠
み
ぶ
り
に
新
味
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。「
桜
花
さ
く
と
み
し
」に
限
っ

て
も
、「
桜
花
さ
く
と
み
し
ま
に
た
か
さ
ご
の
松
を
の
こ
し
て
か
か
る
し
ら
雲
」

（『
続
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
五
九
・
順
徳
院
）、「
春
ふ
か
み
あ
ら

し
の
山
の
桜
ば
な
さ
く
と
見
し
間
に
散
り
に
け
る
か
な
」（『
金
槐
和
歌
集
』
春

部
・
九
一
）
等
の
例
が
み
え
る
。

【
通
釈
】

二
十
番

　

左
（
歌
）　

持 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
（
源
）
通
成

　

心
を
わ
け
る
こ
と
な
く
専
念
し
て
眺
め
よ
う
桜
花
よ
。
立
ち
昇
っ
て
桜
花
と

混
じ
り
合
う
な
、
山
の
端
の
雲
よ
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
中
将
（
源
）
雅
光

　

桜
花
が
咲
い
た
と
見
た
と
き
か
ら
松
山
の
梢
に
白
波
が
絶
え
ず
う
ち
か
か
っ

て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕（
左
歌
の
上
の
句
に
）「
わ
く
か
た
も
な
く
て
詠
め
ん
」
と
（
詠
ん
で
）

い
る
（
が
）、（
こ
れ
は
）
あ
ま
り
に
日
常
的
な
歌
語
ら
し
く
な
い
表
現
で
ご
ざ

い
ま
し
ょ
う
。（
右
歌
の
上
二
句
の
）「
桜
花
さ
く
と
み
し
よ
り
」（
も
）
ま
た

新
鮮
さ
を
感
じ
さ
せ
る
詠
み
ぶ
り
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、（
ど
ち
ら
も
）

同
じ
程
度
の
歌
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

十
四
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〈
二
十
一
番
〉

季
の
ゑ
か
け
る
う
し
ろ
の
屏
風
に
か
き
た
り
け
る
う
た
）

山
た
か
み
く
も
ゐ
に
見
ゆ
る
さ
く
ら
花
心
の
行
き
て
を
ら
ぬ
日
ぞ
な
き

【
語
釈
】

①
尋
い
る

－

深
く
分
け
入
る
意
。「（
深
山
尋
花
）
は
る
ふ
か
く
た
づ
ね
い
る
か

な
た
に
が
く
れ
か
ぜ
に
し
ら
れ
ぬ
は
な
や
に
ほ
ふ
と
」（『
教
長
集
』
一
三
二
）

の
如
く
、
花
を
尋
ね
て
山
深
く
分
け
入
る
詠
で
の
用
例
が
み
え
る
。

②
花
よ
り
花
に

－「
や
ま
ふ
か
み
花
よ
り
は
な
に
う
つ
り
き
て
く
も
の
あ
な
た

の
く
も
を
見
る
か
な
」（『
秋
篠
月
清
集
』
西
洞
隠
士
百
首
・
春
廿
首
・

六
一
一
）
等
と
同
様
、
詠
者
主
体
が
山
中
で
花
を
次
々
と
尋
ね
る
様
。

③
山
ち
の
す
ゑ

－「
浦
ち
か
き
山
ぢ
の
す
ゑ
に
日
は
暮
れ
て
ふ
も
と
の
い
ほ
に

あ
ま
の
も
し
ほ
火
」（『
寂
蓮
法
師
集
』
二
四
七
）
等
の
如
く
、
山
か
ら
出
て
い

く
路
の
終
端
を
指
す
場
合
と
、「
た
れ
か
ま
た
や
ま
ぢ
の
す
ゑ
に
む
す
ぶ
ら
ん

ち
と
せ
を
な
が
す
き
く
の
し
た
水
」（『
千
五
百
番
歌
合
』
秋
四
・
七
百
七
十
九

番
左
・
一
五
五
六
・
源
具
親
）、「
見
て
も
な
ほ
花
に
心
の
ゆ
き
や
ら
で
山
路
の

す
ゑ
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」（『
東
撰
和
歌
六
帖
』
第
一
・
春
・
桜
・
一
七
四
・

光
西
法
師
）
と
、
山
奥
の
山
路
の
果
て
を
指
す
意
の
両
様
が
み
え
る
。
当
該
歌

で
は
後
者
の
意
。

④
お
ら
れ
ぬ
花
そ
う
つ
ろ
ひ
ぬ
へ
き

－

前
記
本
歌
を
踏
ま
え
、
実
際
に
は
手
折

ら
れ
な
い
高
嶺
の
花
が
色
あ
せ
て
い
く
様
に
仕
立
て
て
い
る
。

⑤
と
り
な
さ
れ
て

－

あ
る
も
の
を
変
え
て
他
の
も
の
に
仕
立
て
る
の
が
原
義
。

こ
こ
で
は
本
歌
を
上
手
く
踏
ま
え
て
一
首
を
仕
立
て
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

『
千
五
百
番
歌
合
』
の
慈
円
詠
「
わ
が
な
み
だ
よ
し
の
の
か
は
の
よ
し
さ
ら
ば

　
　

廿
一
番

　
　
　

左　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
部
卿
有
教

　
　

①尋
い
る

②花
よ
り
花
に
日
数
へ
て

③山
ち
の
す
ゑ
に
幾
夜
と
ま
り
ぬ

　
　
　

右イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
内
侍

　
　

心
の
み
行
帰
り
つ
ゝ
山
高
み

④お
ら
れ
ぬ
花
そロ

う
つ
ろ
ひ
ぬ
へ
き

　
　
　
　

花
よ
り
花
にハ

日
数
へニ

て
、
す
か
た
詞
こ
ひ
ね
か
ふ
へ
き
やホ

う
に
は

　
　
　
　

侍
ら
ぬ
う
へ
に
、
山
路
の
す
ゑ
も
覚
束
な
く
こ
そ
侍
れ
、

　
　
　
　

こヘ

ゝ
ろ
の
行
て
と
い
へ
る
、
お
か
し
く

⑤と
り
な
さ
れ
て

　
　
　
　

侍
れ
は
、
お
ら
れ
ぬ
花
に
心
う
つ
ろ
ひ
侍
り
ぬ
、
又ト

以
右チ

為
勝
、

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）（
内
）　

ロ　

そ
－

に
（
聚
）　

ハ　

に

－

の
（
書
）（
永
）   

ニ　

へ
て

－

ナ
シ
（
書
）（
永
）（
支
）、
へ
（
内
）　

ホ　

や
う
に
は

－

さ
ま
に

は
（
書
）、
さ
ま
に
はイ
無0

（
永
）　

ヘ　

こ
ゝ
ろ
の

－

こ
こ
ろ
の
み
（
聚
）　

ト   

又

－

ナ
シ
（
書
）（
永
）　

チ　

右

－

ナ
シ
（
内
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
本
歌
】

〈
右
歌
〉

『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
七
・
賀
歌
・
三
五
八
・
凡
河
内
躬
恒

　
　

 （
内
侍
の
か
み
の
右
大
将
ふ
ぢ
は
ら
の
朝
臣
の
四
十
賀
し
け
る
時
に
、
四

十
五
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い
も
せ
の
山
の
な
か
に
な
が
れ
よ
」（
恋
三
・
千
三
百
二
十
三
番
左
・
二
六
四
四
）

に
つ
い
て
、「
左
歌
は
、
な
が
れ
て
は
い
も
せ
の
山
の
中
に
お
つ
る
よ
し
の
の

河
の
よ
し
や
世
の
中
、
と
侍
る
歌
、
お
ほ
か
た
の
い
も
せ
の
な
か
ら
ひ
の
あ
り

や
う
を
よ
め
る
歌
に
て
、古
今
の
恋
歌
の
は
て
に
は
い
り
て
侍
る
と
見
ゆ
る
を
、

を
か
し
く
と
り
な
さ
れ
て
も
侍
る
か
な
」
と
す
る
の
が
そ
の
一
例
。

【
通
釈
】

廿
一
番

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
部
卿
（
源
）
有
教

　
（
花
を
）
探
し
求
め
て
（
山
に
）
分
け
入
り
花
か
ら
（
さ
ら
に
奥
に
咲
い
て

い
る
）
花
へ
と
（
心
を
留
め
て
移
動
し
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
う
ち
に
意
外
に

も
）
幾
日
も
経
ち
、
山
路
の
は
て
に
（
行
き
着
く
ま
で
に
）
幾
晩
も
泊
ま
っ
て

し
ま
っ
た
よ
。

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
内
侍

　

心
ば
か
り
が
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
い
て
、（
実
際
に
は
、）
山
が
高
い
の
で
手

折
ら
れ
な
い
花
は
、
き
っ
と
（
そ
の
ま
ま
）
色
あ
せ
て
（
散
っ
て
）
し
ま
う
こ

と
だ
ろ
う
。

〔
判
詞
〕（
左
歌
の
）「
花
よ
り
花
に
日
数
へ
て
」
は
、
風
体
や
表
現
が
望
ま
し

い
さ
ま
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
上
に
、「
山
ち
の
す
ゑ
」（
と
詠
ん
だ
下
の
句
辺
り
）

も
（
山
路
の
果
て
で
日
数
を
過
ご
し
た
の
か
、
山
路
の
果
て
に
辿
り
着
く
ま
で

に
日
数
を
過
ご
し
た
の
か
）
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。（
右
歌
は
）「
心
の
行
き
て
」

と
い
う
（
古
今
集
歌
）
を
、上
手
に
採
り
入
れ
て
変
化
さ
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、

「
お
ら
れ
ぬ
花
」（
と
詠
ん
だ
右
歌
）
に
（
判
者
の
）
心
が
惹
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
右
（
歌
）
を
以
て
勝
と
す
る
。

〈
二
十
二
番
〉

【
校
異
】

イ　

持

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

雅
忠
朝
臣

－

名
本
ニ
無
之
可
改
（
支
）　

ハ　

め

か
れ
せ
ぬ

－

さ
く
ら
め
か
れ
せ
ぬ
（
聚
）、
め
か
れ
す
（
書
）（
永
）　

ニ　

右

－

右
の
（
書
）（
永
）　

ホ　

色
み
え
て

－

色
を
み
て
（
書
）（
聚
）（
永
）（
内
）、

色
み
て
（
支
）　

ヘ　

ナ
シ

－

そ
の
心
い
つ
れ
あ
さ
し
ふ
か
し
と
（
書
）（
永
）

【
他
書
所
伝
】〈
左
歌
〉
ナ
シ　
〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
よ
し
の
山
麓
の
里

－

山
裾
の
里
。「
さ
く
ら
ば
な
さ
か
り
に
な
れ
ば
芳
野
山

ふ
も
と
の
さ
と
に
旅
ね
を
ぞ
す
る
」（『
中
宮
亮
重
家
朝
臣
家
歌
合
』四
番
・
八
・

　
　

廿
二
番

　
　
　

左イ
持　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
中
将
師
継

　
　

①よ
し
の
山
麓
の
里
の

②春
を
へ
て
ひ
と
日
も

③桜
め
か
れ
や
は
す
る

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雅ロ

忠
朝
臣

　
　

④泊
せ
山

⑤咲
そ
ふ
花
の
色
み
え
て
こ
と
し
は
ふ
か
き
み
ね
の
し
ら
雲

　
　
　
　

左
の
吉
野
山
は
、
ふ
も
と
の
さ
と
の
春
を
へ
て
ひ
と
日
も

　
　
　
　

めハ

か
れ
せ
ぬ
と
い
ひ
、
右ニ

泊
せ
山
は
、
咲
そ
ふ
花
の
色ホ

み
え
て

　
　
　
　

こ
と
し
は
ふ
か
し
と
思
へ
り
、ヘ

知
か
た
く
侍
れ
は
、
此
番
勝

　
　
　
　

負
不
弁
侍
る
へ
し
、

十
六
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右
京
大
夫
）
の
如
く
、
吉
野
山
の
麓
の
里
で
桜
を
心
ゆ
く
ま
で
愛
で
春
を
過
ご

す
数
寄
の
心
を
表
す
。

②
春
を
へ
て

－

幾
年
の
春
を
経
て
と
い
う
例
は
多
い
が
、
ひ
と
春
を
過
ご
す
意

と
し
て
は
、「
春
を
へ
て
花
ち
ら
ま
し
や
お
く
山
の
か
ぜ
を
さ
く
ら
の
心
と
お

も
は
ば
」（『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
八
六
・
藤
原
基
俊
）
が
み
え

る
。
但
し
、
千
載
集
の
例
で
は
、「
春
を
へ
で0

」
と
す
る
説
が
あ
る
。

③
桜
め
か
れ
や
は
す
る

－

桜
か
ら
目
を
離
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
意
。「
か

ぜ
を
い
た
み
ひ
び
き
の
な
だ
を
通
る
日
も
嶺
の
桜
に
め
か
れ
や
は
す
る
」（『
林

葉
和
歌
集
』
第
一
・
春
歌
・
一
六
七
）、「
と
き
は
木
の
た
え
間
に
に
ほ
ふ
山
桜

ま
れ
な
る
色
に
め
か
れ
や
は
す
る
」（『
後
鳥
羽
院
御
集
』
詠
五
百
首
和
歌
・
春

百
首
・
六
四
五
）
等
が
先
行
例
。

④
泊
せ
山

－

初
瀬
山
（
は
つ
せ
や
ま
）。
ま
た
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
泊
瀬

山
」
表
記
を
「
と
ま
せ
の
や
ま
」
と
す
る
訓
み
方
も
別
称
と
し
て
通
行
し
て
い

た
。
大
和
国
の
歌
枕
で
現
奈
良
県
櫻
井
市
初
瀬
町
一
帯
。
初
瀬
山
と
桜
の
取
り

合
わ
せ
と
し
て
は
、「
は
つ
せ
や
ま
く
も
ゐ
に
は
な
の
さ
き
ぬ
れ
ば
あ
ま
の
か

は
な
み
た
つ
か
と
ぞ
見
る
」（『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
・
巻
第
一
・
春
部
・

五
一
・
大
江
匡
房
）、「
は
つ
せ
山
う
つ
ろ
ふ
花
に
は
る
く
れ
て
ま
が
ひ
し
雲
ぞ

嶺
に
の
こ
れ
る
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
五
七
・
藤
原
良

経
）、「
は
つ
せ
山
う
つ
ろ
は
ん
と
や
桜
花
色
か
は
り
ゆ
く
峰
の
白
雲
」（『
内
裏

百
番
歌
合
』
二
十
番
左
・
三
九
・
藤
原
家
隆
）
等
が
主
な
先
行
例
。

⑤
咲
そ
ふ

－

花
が
加
わ
る
意
。
先
行
例
の
一
つ
「
と
し
ご
と
に
さ
き
そ
ふ
や
ど

の
さ
く
ら
花
な
ほ
ゆ
く
す
ゑ
の
春
ぞ
ゆ
か
し
き
」（『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
・

巻
第
一
・
春
部
・
三
四
・
源
雅
兼
）
で
は
、
白
河
院
、
鳥
羽
院
、
待
賢
門
院
の

白
河
殿
花
見
御
幸
に
事
寄
せ
て
、
院
や
帝
の
盛
代
を
言
祝
い
で
い
る
。
当
該
歌

が
、
院
が
久
仁
親
王
（
後
深
草
）
に
譲
位
し
た
翌
年
の
出
詠
で
あ
る
点
や
下
の

句
の
「
こ
と
し
は0

ふ
か
き
」
を
勘
案
す
れ
ば
、
或
い
は
一
首
全
体
に
後
嵯
峨
院

政
初
発
期
へ
の
祝
言
が
響
い
て
い
る
か
。

【
通
釈
】

二
十
二
番

　

左
（
歌
）　

持 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
近
中
将
（
藤
原
）
師
継

　

吉
野
山
の
麓
の
里
で
の
春
を
過
ご
し
て
、（
桜
が
日
に
日
に
奥
の
方
へ
と
咲

い
て
い
く
の
で
）
一
日
と
し
て
桜
か
ら
目
を
離
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や

で
き
な
い
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
）
雅
忠
朝
臣

　

初
瀬
山
で
は
今
年
の
さ
く
ら
が
去
年
よ
り
も
花
が
咲
き
加
わ
り
色
ど
り
が
美

し
く
見
え
て
、
今
年
は
（
桜
の
色
が
照
り
映
え
）
峰
の
白
雲
も
去
年
よ
り
今
年

が
一
段
と
（
美
し
さ
が
）
深
い
こ
と
よ
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
）
の
吉
野
山
は
、
麓
の
里
で
の
春
を
過
ご
し
て
一
日
た
り
と

も
桜
か
ら
目
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
詠
じ
、
右
（
歌
の
）
初
瀬
山
は
、
咲

き
並
ぶ
花
が
（
美
し
く
）
見
え
て
今
年
は
特
に
（
峯
の
白
雲
も
一
段
と
）
深
く

思
え
る
。
そ
の
（
左
右
の
）
心
の
ど
ち
ら
が
浅
い
深
い
か
は
識
別
し
に
く
い
で

す
の
で
、
こ
の
番
の
勝
負
は
決
め
が
た
い
で
し
ょ
う
。十

七



宝治元年『院御歌合』注釈－「山花」題－（位藤・藤川） 28広島大学大学院文学研究科論集　第66巻29

〈
二
十
三
番
〉

は
（
書
）（
永
）　

ヨ　

帰

－

待
（
聚
）（
内
）　

タ　

た
に

－

ナ
シ
（
支
）　

レ  

ま
か
へ
る

－

さ
そ
は
る
ゝ
（
書
）（
永
）　

ソ　

ナ
シ

－

仍
（
書
）（
永
）、心
（
内
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
万
代
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌
上
・
二
〇
五

　
　

十
首
御
歌
合
に
、
山
花
を　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
知
家

た
づ
ね
き
て
い
ま
ぞ
し
め
ゆ
ふ
た
ま
だ
す
き
く
も
ゐ
る
や
ま
の
は
つ
ざ
く
ら
ば

な『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
四
・
春
部
四
・
花
・
一
〇
七
二

　
　

十
首
歌
合
に
、
山
花
を
、
万
代　
　
　
　
　

正
三
位
知
家
卿

尋
ね
き
て
今
ぞ
し
め
ゆ
ふ
玉
だ
す
き
雲
ゐ
る
山
の
初
ざ
く
ら
花

〈
右
歌
〉

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
九
五

　
　
（
宝
治
元
年
、
十
首
歌
合
に
、
山
花
）　　
　

後
鳥
羽
院
下
野

み
よ
し
野
の
お
く
ま
で
花
に
さ
そ
は
れ
ぬ
か
へ
ら
ん
道
の
し
を
り
だ
に
せ
で

『
蓮
性
陳
状
』
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野

み
よ
し
の
ゝ
奥
ま
て
花
に
誘
は
れ
ぬ
帰
ら
ん
道
の
し
を
り
た
に
せ
て

【
語
釈
】

①
し
め
ゆ
ふ

－

し
め
縄
を
結
い
め
ぐ
ら
し
自
分
の
所
有
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す

る
行
為
。「
う
ゑ
た
て
て
君
が
し
め
ゆ
ふ
花
な
れ
ば
玉
と
見
え
て
や
つ
ゆ
も
お

く
ら
ん
」（『
後
撰
和
歌
集
』巻
第
六
・
秋
中
・
二
八
〇
・
伊
勢
）等
が
先
行
例
。

　
　

廿
三
番

　
　
　

左　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
蓮
性

　
　

尋
き
て
今
そ

①し
め
ゆ
ふ

②玉
た
す
き
雲
ゐ
る
山イ

の
初
桜
花ロ

　
　
　

右ハ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野

　
　

み
よ
し
の
ゝ
お
く
ま
て
花
に
誘
は
れ
ぬ
帰ニ

ら
ん
道ホ

の
③枝

折
た
に
せ
て

　
　
　
　

左
今
そ
し
め
ゆ
ふ
た
ま
た
す
き
な
と
い
へ
る
、

④ふ
る
き

　
　
　
　

詞
を
か
け
て
い
ひ
知
てヘ

侍ト

れ
と
、⑤

右チ

山リ

と
あヌ

ら
は
れ

　
　
　
　

さ
る
に
侍ル

れ
と
、
枝ヲ

折
と
い
へ
る
に
聞
え
て
侍
れ
は
、
今

　
　
　
　

た
つ
ね
くワ

る
よカ

り
帰ヨ

ら
ん
路
の
枝
折
たタ

に
せ
て
と
い
へ
る

　
　
　
　

は
、
花
に
まレ

か
へ
る
心
猶
ふ
か
く
や
そ
め
ま
し
て
侍
る

　
　
　
　

へ
き
、ソ

以
右
爲
勝
、

【
校
異
】

イ　

山

－

嶺山
イ

（
永
）　

ロ　

花
－

哉
（
内
）　

ハ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）（
内
）　

ニ   

帰

－

ま
つ
（
聚
）（
内
）（
支
）　

ホ　

道

－

み
ね
（
内
）（
支
）
ヘ　

て

－

ナ
シ

（
聚
）　

ト　

侍
れ
と

－
侍
め
れ
と
（
永
）
チ　

右
山
と
あ
ら
は
れ
さ
る
に
侍
れ

と
、枝
折
と
い
へ
る
に
聞
え
て
侍
れ
は

－

ナ
シ
（
聚
）　

リ　

山
と

－

山
そ
（
書
）

（
永
）（
内
）（
支
）　

ヌ　

あ
ら
は
れ
さ
る
に

－

あ
ら
は
れ
た
く
（
書
）（
内
）、

あ
ら
は
れし
イヒ

た
く
（
永
）、
あ
ら
は
れ
て
（
支
）  

ル　

侍
れ
と

－

侍
れ
と
も
（
書
）

（
永
）   

ヲ　

枝
折
と
い
へ
る
に
聞
え
て
侍
れ
は
、
今
た
つ
ね
く
る
よ
り
帰
ら
ん

路
の

－

ナ
シ
（
支
）　

ワ　

く
る

－

き
た
る
（
書
）（
永
）　

カ　

よ
り

－

よ
り

十
八
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②
玉
た
す
き

－

襷
の
美
称
が
原
義
。
こ
こ
で
は
「
お
も
ひ
あ
ま
り
い
と
も
す
べ

な
み
玉
だ
す
き
雲
ゐ
る
山
に
わ
れ
し
め
む
す
ぶ
」（『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
・

三
二
一
九
、
原
歌
は
『
万
葉
集
』
一
三
三
九
）
と
同
様
の
用
い
方
。

③
枝
折

－

木
の
枝
を
折
っ
て
道
し
る
べ
と
す
る
こ
と
。「
花
ゆ
ゑ
に
し
ら
ぬ
山

路
の
あ
ら
ば
こ
そ
い
る
さ
か
へ
さ
の
し
を
り
を
も
せ
め
」（『
月
詣
和
歌
集
』
巻

第
二
・
二
月
・
一
一
四
・
源
有
房
）、「
よ
し
の
山
こ
ぞ
の
し
を
り
の
み
ち
か
へ

て
ま
だ
見
ぬ
か
た
の
花
を
た
づ
ね
ん
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
・
春
歌

上
・
八
六
・
西
行
）
等
の
例
が
み
え
る
。

④
ふ
る
き
詞
を
か
け
て

－「
今
そ
し
め
ゆ
ふ
玉
た
す
き
」
辺
り
の
表
現
に
【
語

釈
】
②
既
出
『
古
今
和
歌
六
帖
』
歌
と
の
表
現
の
似
通
い
を
指
摘
し
た
も
の
。

⑤
右
山
と
あ
ら
は
れ
さ
る
に
侍
れ
と
、
枝
折
と
い
へ
る
に
聞
え
て
侍
れ
は

－

為

家
は
、
右
歌
は
「
山
」
と
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
が
、「
枝
折
」
に
山
の
意
が

響
い
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
定
家
詠
「（
山
家
）
し
ば
の
と
の
跡
み
ゆ
ば
か
り

し
を
り
せ
よ
わ
す
れ
ぬ
人
は
か
り
に
も
ぞ
と
ふ
」（『
正
治
初
度
百
首
』
下
・

一
三
九
二
）
は
、
そ
の
例
。
こ
れ
に
対
し
て
『
蓮
性
陳
状
』
は
、
俊
成
詠
「
し

を
り
す
る
な
ら
の
は
柴
に
ち
る
露
の
は
ら
は
ら
と
こ
そ
ね
は
な
か
れ
け
れ
」

（『
長
秋
詠
藻
』
上
・
一
四
七
）
に
山
の
意
が
響
い
て
い
な
い
こ
と
や
、『
古
今

和
歌
六
帖
』
に
お
い
て
「
枝
折
」
が
木
の
部
に
入
っ
て
い
る
点
等
を
指
摘
し
、

為
家
の
判
に
異
議
を
申
し
立
て
て
い
る
。

【
通
釈
】

二
十
三
番　

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
蓮
性

　
（
探
し
）
求
め
て
き
て
（
や
っ
と
出
会
い
）（
私
は
占
有
す
る
為
に
）
今
こ
そ

し
め
を
結
お
う
、
雲
が
か
か
る
（
高
い
）
山
の
初
桜
花
よ
。

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野

　

吉
野
の
随
分
奥
ま
で
花
に
誘
わ
れ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
帰
途
の
枝
折
も
し
な

い
ま
ま
に
…

〔
判
詞
〕
左
（
歌
の
）「
今
そ
し
め
ゆ
ふ
玉
た
す
き
」
な
ど
と
い
う
、（
万
葉
歌
の

よ
う
な
）
古
い
詞
に
関
係
付
け
て
詞
の
使
い
方
を
心
得
て
い
ま
す
が
、
右
（
歌

は
）「
山
」
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、「
枝
折
」
と
詠
じ
た
こ
と
で
（
山
の
意
）

が
聞
こ
え
ま
す
の
で
、
今
尋
ね
来
る
（
と
い
う
よ
り
は
）「
帰
ら
ん
道
の
枝
折
り

た
に
せ
て
」
と
い
う
（
表
現
）
は
、
花
の
中
に
ま
じ
っ
て
し
ま
う
（
花
に
魅
入

ら
れ
る
）
心
が
一
層
深
く
反
映
し
て
い
ま
す
。
右
（
歌
）
を
以
て
勝
と
す
る
。

〈
二
十
四
番
〉

　
　

廿
四
番

　
　
　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
氏
朝
臣

　
　

み
よ
し
の
ゝ
花
は
昔
の
春
な
か
ら
な
と

①故
郷
の
山
と
な
り
け
ん

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
将
内
侍

　
　

心
を
は
染
さ
ら
ま
し
を
桜
花

②山
の
か
ひ
な
く
う
つ
ろ
は
ん
と
や

十
九
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左
上
句

③春
な
か
ら
と
いハ

へ
る
ま
て
珍
ら
し
き
所
侍
ら
ぬ

 　
　
　

 

に
や
、
下
句
も

④あ
ま
り
に
た
し
か
にニ

侍ホ

る
か
、
右
そ
め
さ
ら

 　
　
　

 
ま
し
を
なヘ

と
い
ひ
て
う
つ
ろ
は
ん
とト

や
侍
る
、
少
心
覚
束

 　
　
　

 
な
く
こ
と
た
ら
ぬ
や
う
に
聞
え
侍
れ
は
、
さ
り
と
て
は

 　
　
　

 

左
勝
侍
る
へ
し
、

②
山
の
か
ひ
な
く

－「
か
ひ
」
は
、「
峡
」
と
「
甲
斐
」
の
懸
詞
。「
な
げ
き
を
ば

こ
り
の
み
つ
み
て
あ
し
ひ
き
の
山
の
か
ひ
な
く
な
り
ぬ
べ
ら
な
り
」（『
古
今
和

歌
集
』
巻
第
十
九
・
雑
体
・
一
〇
五
七
・
よ
み
人
し
ら
ず
）
等
が
そ
の
先
行
例
。

③
春
な
か
ら
と
い
へ
る
ま
て
珍
ら
し
き
所
侍
ら
ぬ

－

著
名
な
『
伊
勢
物
語
』
所

収
歌「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」

に
連
な
る
詠
と
理
解
し
た
上
で
の
発
言
。

④
あ
ま
り
に
た
し
か
に
侍
る

－

い
わ
ん
と
す
る
事
を
あ
ま
り
に
直
接
的
に
表
現

し
過
ぎ
て
い
る
意
。
例
え
ば
、
俊
成
は
「
や
ま
し
な
の
い
は
た
の
を
の
に
秋
く

れ
て
風
に
色
あ
る
は
は
そ
は
ら
か
な
」（『
六
百
番
歌
合
』秋
部
・
柞
・
四
四
〇
・

藤
原
隆
信
）
に
つ
い
て
「
は
じ
め
、
や
ま
し
な
と
お
け
る
ぞ
あ
ま
り
に
た
し
か

に
き
こ
え
た
る
」
と
、
初
句
で
地
名
を
そ
の
ま
ま
詠
み
込
ん
で
い
る
点
を
難
じ

て
い
る
。

【
通
釈
】

二
十
四
番

　

左
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
為
氏
朝
臣

　

吉
野
山
の
（
桜
の
）
花
は
昔
と
同
じ
春
の
花
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し
て
旧

都
の
山
に
（
吉
野
山
は
）
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少
将
内
侍

　

桜
花
に
心
を
染
め
な
け
れ
ば
良
か
っ
た
も
の
を
。（
そ
の
桜
が
咲
く
）
山
の

峡
の
「
峡
」
で
は
な
い
け
れ
ど
（
そ
の
桜
を
大
事
に
思
う
）「
甲
斐
」
も
な
く

散
ろ
う
と
い
う
の
か
、
桜
花
よ
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
の
）
上
の
句
は
「
春
な
か
ら
」
と
い
う
ま
で
（
特
に
）
新
味

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

新
拾
遺
、
春
下
、（
聚
）　

ハ　

い
へ
る

－

い
つ
る
（
支
）　

ニ　

に

－

に
そ
（
書
）（
永
）　

ホ　

侍
る
か

－

侍
へ
き
（
書
）

（
永
）、
侍
る
（
聚
）（
内
）（
支
）　

ヘ　

な
と

－

と
（
書
）（
永
）　

ト　

と
や

－

と
や
と
（
書
）（
永
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉

『
新
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
一
八

　
　

宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
山
花　
　
　
　
　

前
大
納
言
為
氏

み
よ
し
の
の
花
は
む
か
し
の
春
な
が
ら
な
ど
ふ
る
郷
の
山
と
な
り
け
ん

〈
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
故
郷

－
古
跡
が
原
義
。
こ
こ
で
は
、「（
な
ら
の
京
に
ま
か
れ
り
け
る
時
に
や

ど
れ
り
け
る
所
に
て
よ
め
る
）
み
よ
し
の
の
山
の
白
雪
つ
も
る
ら
し
ふ
る
さ
と

さ
む
く
な
り
ま
さ
る
な
り
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
六
・
冬
歌
・
三
二
五
・
坂

上
是
則
）
の
如
く
、
か
つ
て
吉
野
川
流
域
に
営
ま
れ
た
離
宮
を
指
す
。

二
十
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が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
下
の
句
も
余
り
に
は
っ
き
り
言
い
過
ぎ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
右
（
歌
は
）「
染
さ
ら
ま
し
を
」
な
ど
と
い
っ
て
「
う
つ
ろ
は

ん
と
や
」（
と
）
あ
り
ま
す
（
の
は
）、
少
し
趣
意
が
は
っ
き
り
せ
ず
言
葉
が
足

り
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
の
で
、
そ
れ
な
ら
ば
左
（
歌
）
が
勝
つ
で
し
ょ
う
。

〈
二
十
五
番
〉

ト　

と

－
と
そ
（
書
）（
永
）　

チ　

い
へ
る

－

い
へ
る
は
（
書
）（
永
）　

リ　

あ
り
て

－
あ
ま
り
て
（
永
）　

ヌ　

幽

－

い
う
（
書
）、
優
（
永
）、
か
す
か
（
聚
）

（
内
）　

ル　

侍
れ

－

侍
る
（
支
）　

ヲ　

為

－

ナ
シ
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
現
存
和
歌
六
帖
』
五
八
六

　
　
（
さ
く
ら
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
俊
平

さ
く
ら
ば
な
か
は
ら
ぬ
い
ろ
を
わ
き
か
ね
て
く
も
さ
へ
を
し
き
は
る
の
や
ま
風

『
秋
風
抄
』
下
・
雑
歌
・
二
七
〇

　
　

院
御
歌
合
の
う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
俊
平

桜
花
か
は
ら
ぬ
色
を
わ
き
か
ね
て
雲
さ
へ
を
し
き
春
の
山
か
ぜ

『
秋
風
和
歌
集
』
巻
第
十
七
・
雑
歌
上
・
一
〇
七
八

　
　

十
首
歌
合
に
、
山
花
を　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
も
と
の
俊
平

さ
く
ら
花
か
は
ら
ぬ
色
を
わ
き
か
ね
て
雲
さ
へ
を
し
き
春
の
や
ま
か
ぜ

【
語
釈
】

①
人
丸
か
目
に
は
と
い
へ
る
い
に
し
へ
の
跡

－『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
「
春

の
あ
し
た
よ
し
の
の
山
の
さ
く
ら
は
人
ま
ろ
が
心
に
は
く
も
か
と
の
み
な
む
お

ぼ
え
け
る
」
を
踏
ま
え
た
表
現
。
桜
を
白
雲
と
見
紛
う
も
の
と
し
た
和
歌
的
伝

統
を
指
摘
し
、
左
歌
が
「
桜
に
ま
か
ふ
色
そ
な
き
」
と
詠
じ
た
点
を
難
じ
る
。

な
お
、『
亀
山
殿
五
首
歌
合
』
で
は
、
真
観
が
「
古
今
序
に
も
、（
中
略
）
吉
野

山
の
さ
く
ら
は
人
丸
が
目
に
く
も
か
と
ぞ
お
ぼ
え
け
る
」（
廿
一
番
・
山
紅
葉
）

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

も
て

－

も
ち
て
（
書
）（
永
）　

ハ　

更

－

桜さ
ら
イ（
永
） 

ニ　

く
ち
お
し
く

－

口
借（
支
）　

ホ　

は

－

ナ
シ（
書
）　

ヘ　

の

－

ナ
シ（
永
）  

　
　

廿
五
番

　
　
　

左　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
朝
朝
臣

　
　

吉
野
山
桜
に
ま
か
ふ
色
そ
な
き
峯
の
白
雲
名
に
は
た
て
と
も

　
　
　

右
勝イ　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
禅
信

　
　

さ
く
ら
花
か
は
ら
ぬ
色
を
分
か
ね
て
雲
さ
へ
お
し
き
春
の
山
風

　
　
　
　

左
哥

①人
丸
か
目
に
は
と
い
へ
る
い
に
し
へ
の
跡
を
捨
て
、

　
　
　
　

今
の
世
に
を
よ
は
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
もロ

て
、
更ハ

に
ま
か
ふ
色

　
　
　
　

な
く
思
ひ
さ
た
め
侍
ら
ん
事
こ
そ
、

②な
か
れ
を
く
み
て

　
　
　
　

源
を
わ
す
れ
ん
心
くニ

ち
お
し
く
侍
れ
、
右
春
の
山
風

　
　
　
　

は
か
り
に
て
はホ

題
のヘ

心
い
か
ゝ
とト

み
え
侍
れ
共
、
雲
さ
へ

　
　
　
　

お
し
き
と
いチ

へ
る
花
を
思
ふ
心
あリ

り
て

③幽ヌ

に
侍ル

れ

　
　
　
　

は
、
尤
以
右
為ヲ

勝
、

二
十
一
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と
判
を
付
し
て
い
る
。

②
な
か
れ
を
く
み
て
源
を
わ
す
れ
ん
心

－『
摩
訶
止
観
』を
出
典
と
す
る
語
。『
新

古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
「
な
が
れ
を
く
み
て
み
な
も
と
を
た
づ
ぬ
る
ゆ
ゑ
に
」

と
み
え
る
他
、『
今
鏡
』
序
に
も
引
用
が
み
え
る
。

③
幽
に

－

内
閣
文
庫
本
等
で
は
、「
幽
」
の
和
訓
「
か
す
か
に
」
と
み
え
、

一
方
、
永
青
文
庫
本
で
は
「
優
」
字
を
宛
て
て
い
る
。「
幽
」「
優
」
で
は
、
意

味
合
い
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
幽
玄
」「
優
美
」
と
い
っ
た
意
と
な
る
。
当

時
の
当
て
字
は
そ
れ
ほ
ど
厳
密
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
底
本
の
「
幽
」
を
尊
重
し
、
花
を
惜
し
む
心
を
奥
深
く
表
現
し
た
点
を
評

価
し
て
い
る
と
解
釈
し
た
。

【
通
釈
】

二
十
五
番

　

左
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
原
）
経
朝
朝
臣

　

吉
野
山
に
は
桜
と
見
ま
が
う
よ
う
な
美
し
い
色
な
ど
他
に
は
な
い
こ
と
よ
。

山
頂
の
白
雲
が
（
桜
と
見
ま
が
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
）
評
判
に
な
っ
て
い
る

の
だ
け
れ
ど
も
。

　

右
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
禅
信

　

桜
の
花
の
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
（
雲
の
）
色
と
を
見
分
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
、
雲
ま
で
も
（
吹
き
散
ら
さ
れ
る
こ
と
が
）
惜
し
い
こ
と
だ
と
思
わ

せ
る
、
春
の
山
風
よ
。

〔
判
詞
〕
左
歌
「
人
丸
か
目
に
は
」
と
言
っ
て
い
る
従
来
の
歌
事
蹟
を
顧
み
ず
、

今
の
世
で
昔
に
は
と
て
も
及
ば
な
い
心
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
（
桜
と
白
雲
を
）

み
ま
が
う
色
は
な
い
も
の
と
決
め
な
さ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
流
れ
を
汲
ん
で
源

を
忘
れ
る
（
歌
の
伝
統
に
立
っ
て
、源
流
を
忘
れ
て
い
る
）
よ
う
な
風
情
で
あ
っ

て
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
。
右
（
歌
）「
春
の
山
風
」
と
い
う
（
表
現
）
だ
け
で

は
題
の
心
と
し
て
ど
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、「
雲
さ
へ
お
し
き
」
と

言
う
花
を
愛
で
る
情
緒
が
あ
っ
て
幽
玄
で
あ
り
ま
す
の
で
、い
か
に
も
右
（
歌
）

を
以
て
勝
と
す
る
。

〈
二
十
六
番
〉

　
　

廿
六
番

　
　
　

左イ
勝　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

　
　

①み
よ
し
の
ゝ
花
の
盛
に
成
ぬ
れ
は
四
方
の
草
木
も
匂
ふ
春
か
せ

　
　
　

右　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
大
納
言
為
家

　
　

②老
の
身
に
く
る
し
き
山
の
さ
か
こ
え
て
何
と
よ
そ
な
る
花
を
待ハ

覧

　
　
　
　

左
山
の
心
お
ほ
つ
か
な
く
や
、
右
く
る
し
き
山
の
坂
こ
え
て　

　
　
　
　

凡ホ

卑
の
す
か
た
、

③た
と
へ
は
妻
木
を
へ
る
山
人
の
、
な
を
し

　
　
　
　

も
花
の
陰
を
さ
り
て
よ
そ
に
みヘ

え
た
る
お
も
か
け
、
は
な

　
　
　
　

は
た
みト

く
る
し
く
侍
る
に
こ
そ
、
尤
可チ

負
、

【
校
異
】

イ　

勝

－

ナ
シ
（
書
）　

ロ　

ナ
シ

－

新
後
撰
、
春
下
、（
聚
）　

ハ　

待
覧

－

み
る
ら
ん
（
書
）（
永
）　

ニ　

ナ
シ

－

と
（
書
）、
と
い
へ
る
（
永
）
ホ　

凡

卑

－

凡
早
（
内
）　

ヘ　

み
え
た
る

－

み
た
る
（
書
）（
永
）　

ト　

み
く
る
し

二
十
二
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く
侍
る
に
こ
そ

－

見
苦
敷
こ
そ
侍
れ
（
支
）　

チ　

可
負

－

為
負
（
書
）（
永
）、

可
曽
（
支
）

【
他
書
所
伝
】

〈
左
歌
〉
ナ
シ

〈
右
歌
〉

『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
二
・
春
歌
下
・
九
四

　
　

宝
治
元
年
、
十
首
歌
合
に
、
山
花　
　
　
　

前
大
納
言
為
家

老
の
身
に
く
る
し
き
山
の
さ
か
こ
え
て
な
に
と
よ
そ
な
る
花
を
み
る
ら
ん

『
題
林
愚
抄
』
第
三
・
春
部
三
・
九
九
四

　
　

新
後
撰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
家

老
の
身
に
く
る
し
き
山
の
坂
こ
え
て
何
と
よ
そ
な
る
花
を
み
る
ら
ん

【
語
釈
】

①
み
よ
し
の
ゝ
花
の
盛
に
成
ぬ
れ
は

－
吉
野
山
の
花
盛
り
の
春
景
を
表
す
。
表

現
に
目
新
し
さ
は
な
く
、
例
え
ば
『
月
詣
和
歌
集
』
に
は
「
み
よ
し
の
の
は
な

の
さ
か
り
に
成
り
ぬ
れ
ば
た
た
ぬ
時
な
き
峰
の
し
ら
雲
」（
巻
第
三
・
三
月
・

一
六
五
・
藤
原
為
業
）
と
、
上
の
句
が
一
致
す
る
先
行
例
が
み
え
る
。

②
老
の
身
に
く
る
し
き
山
の
さ
か
こ
え
て

－

先
行
例
と
し
て
「
老
い
ぬ
れ
ば
の

ぼ
る
山
路
の
く
る
し
き
に
心
を
ひ
く
は
桜
な
り
け
り
」（『
民
部
卿
家
歌
合
』
四

番
右
・
八
・
二
条
院
三
河
内
侍
）
が
み
え
る
。

③
た
と
へ
は
妻
木
を
へ
る
山
人
の
、
な
を
し
も
花
の
陰
を
さ
り
て
よ
そ
に
み
え

た
る
お
も
か
け

－『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
で
大
伴
黒
主
の
和
歌
の
風
体
に
つ

い
て
「
お
ほ
と
も
の
く
ろ
ぬ
し
は
そ
の
さ
ま
い
や
し
、
い
は
ば
た
き
ぎ
お
へ
る

山
び
と
の
花
の
か
げ
に
や
す
め
る
が
ご
と
し
」
と
評
し
た
表
現
を
踏
ま
え
る
。

【
通
釈
】

二
十
六
番

　

左
（
歌
）　

勝 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

　

吉
野
の
花
が
盛
り
に
な
っ
た
の
で
、
四
方
の
草
木
も
匂
い
立
つ
春
風
（
が
吹

い
て
い
る
こ
と
）
よ
。

　

右
（
歌
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
権
中
納
言
（
藤
原
）
為
家

　
（
こ
ん
な
）
老
い
の
身
で
苦
し
い
山
の
坂
を
越
え
て
ま
で
、
ど
う
し
て
自
分

と
は
関
係
な
い
よ
う
な
花
を
眺
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
判
詞
〕
左
（
歌
は
）
山
の
心
が
あ
ま
り
表
に
出
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

右
（
歌
は
）「
く
る
し
き
山
の
さ
か
こ
え
て
」（
と
い
う
表
現
は
）
凡
庸
で
下
品

な
様
（
で
あ
る
）。
例
え
ば
（『
古
今
和
歌
集
』
序
の
よ
う
に
）
妻
木
を
背
負
っ

た
山
人
が
、（
花
の
蔭
で
休
む
だ
け
で
な
く
）
そ
の
上
花
の
蔭
を
離
れ
て
他
の

場
所
で
見
え
る（
よ
う
な
風
体
で
あ
る
の
は
）、甚
だ
見
苦
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
然
負
と
す
る
の
が
良
い
。

二
十
三
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Explanatory Notes of IN NO ON UTAAWASE in 1247
─ Twentysix Poems under the Title of SANNKA

Kunio ITOH and Yoshikazu FUJIKAWA

　　 ‘Hohji-gannen Innno On-utaawase’ was a petical event which was held in 1247  by 

the retired emperor GOSAGA.　A total of twentysix poets participated in the event 

and under ten poetical titles including ‘SANNKA-flower of mountain’ two hundred 

sixty poems were made.　These poems were combined as a couple and were judged a 

victory or defeat by FUJIWARA TAMEIE.　In this article we tried to appreciate 

twentysix poets, 13 sets, having ‘SANNKA’ title.


